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第20回日本レクリエーション学会大会発表論文集

原稿提出要領

1 .印刷・製本

発表論文は、提出された原稿をそのまま縮写し、論文一題につき B5版見聞き

2頁にオフセット印刷され、レクリエーション研究(大会発表論文集)として製

本される。

2 .原稿用紙

提出原稿は、指定の原稿用紙 (A4版) 2枚に限る。なお予備を含め合I汁4枚

の原稿用紙が同封されている。

3 .文字

本文文字は、邦文タイプ(4号活字)またはワードプロセッサ(12ポイント・

24ドット以上)を用いて、横書き印字したものに限る O

4 .演題・氏名等

① 演題は、原稿用紙上部第 l行と 2行を用い、副題がある場合には行を改めて

記載する O

② 演題には、本文より大きな活字または倍角文字を用いること。

③ 氏名は、 j演寅者と共同研究者について行を己改文めて区別し、 j演寅J

前にO印を付けること O

④ 所属機関名は、氏名に続いて( )内に記入する O また複数の共同研究~-が

同ーの機関に所属する場合には、まとめて( )内に記入する O

5 .キーワード

論文の内容を適確に表札するようなキーワードを、第 6行甘に 2-5品位!11:l記

載すること。

6 . 本文

① 本文は、目的・方法・結果・考察・結止命など、できるだけ分か 1)やすくまと

め、研究論文として完結していること O

② 本文各段は、最初の一字分をあけて書き始めること。

③ 原稿用紙の字数は、 40宇X40行の1，600字となっている。

④ 図表などを使用する場合にも、必ず本丈枠内に収めること O

7 .送付要領

① 同封の厚紙にはさみ、原稿とそのコピー 2部を同封のこと。

② 同封の提出用封筒を使用し、書留郵便(簡易書留 ilJ)で郵送のこと。

③ 提出要領が守られていない場合には、原稿を受付けない場合がある。

8 .締切期日

平成 2年 9月15日(土〉 当日消印有効

9 .送付先

干305つくば市天王台 1-1 筑波大学体育科学系吉田 章 気付

日本レクリエーション学会 編集委員会 宛



第20回日本レクリエーション学会

大会開催にあたって

日本レクリエーション学会

会長浅田隆夫

今日、科学技術の革新により情報化・国際化が一段と進み、乙れに伴って、自由時間

の増大とともに物心両面の「ゆとり」が志向され、しかも、一人ひとりのライフスタイ

ルにマッチした生活文化のあり方が希求されるようになりました。

しかし、これに応える産業部門の振興や環境・施設の整備も、人材養成やプログラム

開発も、行政施策の遅れもあって、かなりの社会的遅滞がみられます。それだけに学者

・研究者や研究者集団の援助が求められているといえましょう。

また、臨教審の答申に基づき、文部省も生涯教育局を設け、来たるべき生涯学習社会

を志向して生涯学習振興法を作成、環境・施設の充実や人材養成をはじめ地域の生活文

化の活性化を意図しています。

本学会は、発足以来27年自に当たり学会大会という名称では20周年という節目を迎え

ました。

乙のような内外の情況を踏まえながら、本年度は、会員の個人発表の他、基調講演や

シンポジウムのテーマを設定し、斯界の名土をお迎えして盛大に行うことになりました。

会員のみなさんはもちろん、会員以外の方々のこ、、参加を心から期待しております。



1.主

2. 主

3. 期

4. 会

5. 日

6. 研究発表

7. 実行委員会

日本レクリエーション学会

第20回大会開催要領

催

管

日本レクリエーション学会

日本レクリエーション学会第20回大会実行委員会

開

場

平成2年11月10日(土)・ 11日(日)

明治大学(大学会館)

〒 101 千代田区神田駿河台 1-1 .. 03-296-4 5 4 5 

程 11月10日(土)

13: 00 受付開始

14: 00 

基調講演

15: 20 

15: 40 

シンポジュウム

17 : 40 

18: 00 

懇親会

20: 00 

11月11日(日)

8 : 30 受付開始

9 : 00 

研究発表

11 : 40 

12: 00 理事会

13: 00 総 会

14 : 00 

研究発表

16: 00 終了

レクリエーション研究第20回学会大会発表論文集として掲載

〒 168 杉並区永福 1-9-1 明治大学和泉校舎 保健体育研究室内

委員長 黒田信寛

委員 寺島善一 星野敏男

つ白



第20回日本レクリエーション学会
大会本部企画

。大会テーマ 『生涯学習時代のレジャー・レクリエーション』

‘人生80年時代をいかに生きるか'。今乙の問題が、日本人一人ひとりの課題となっていま

す。人生80年は、生涯生活時聞に換算して70万時間。このうち生涯の労働時聞が l割にまで

短縮し、代わって自由時聞が 3割にまで拡大する見通しです。すなわち、乙れまでの仕事人

生に加えて、レジャー・レクリエーションの人生を充実して生きることが重要な課題となっ

て来ます。

学問の分野においても、行政の分野においても、乙の人生80年時代に向かつて様々なプロジ

ジェクトを展開していますが、日本レクリエーション学会でも20周年を記念し、乙の問題lと

取組んでみました。

O 基調講演 『生活文化としてのレジャー・レクリエーション』

講師:小塩 節氏 中央大学教授

司会:徳久球雄氏 青山学院大学教授(学会常任理事)

小塩先生は 2年聞にわたり、経済企画庁国民生活審議会の余暇・生活文化部会座長を務め

られ、乙の度、人生80年時代の価値観・ライフスタイル・社会システムの在り方についてと

りまとめをなさいました。乙れらのプロセスを通して、先生御自身が、これからの時代の生

活と社会をどのように感じとられたのか、語っていただきます。

@ シンポジュウム 『学習社会におけるレジャー・レクリエーション』

パネラー:稲垣良典氏 九州大学教授

佐藤敏夫氏

野中ともよ 氏

司会:松田義幸氏

東京神学大学教授

中京女子大学客員教授

筑波大学 助教授(学会常任理事)

我が国では、レジャー・レクリエーションがまだまだ周辺的な問題と受けとめられてい

ますが、もともとは人生の中心的問題、幸福の問題としてとらえられていたのです。そこで

シンポジュウムでは基調講演を受け、日常の具体的生活の次元でそれをいかに実現すべきか

を議論してみたいと思います。

稲垣先生は、アリストテレス、トマス・アクイナスの研究で知られ、レジャー哲学の在り

方を示したヨゼフ・ピーパーと親しくこの問題を研究されました。そして乙れからの社会を、

学習社会として構想されています。

佐藤先生は、 「レジャーの神学」を著わされ、自由時間の多い人生をいかに充実して生き

るべきか、この問題を思索し続けられています。中でも自由学芸とレジャーの問題に関心を

寄せられています。

野中先生は、国民生活審議会の余暇・生活文化部会委員として、レジャー・レクリエーシ

ョンの哲学・プログラムを、私達の具体的な生活の次元でいかに実現すべきかユニークな提

案をされています。
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第20回日本レクリエーション学会発表演題
(大会フ。ログラム)

A 会場=

9 :00く座長:鈴木祐一〉

A-1 レジャー時代の余暇教育

0久川 太郎(流通経済大学)

A-2 ヨハン・ホイジンガのプレイ論に関する歴史的研究

0杉浦恭(筑波大学大学院研究生)

A-3 東洋的身体観に基づくレクリエーション概念分析の試み

0芳賀健治(東京家政学院大学)

10 : 00く座長:北僚明美〉

A-4 rレクリエーション指導」概念の変遷と展望

0千葉和夫(日本社会事業大学)

A-5 ニュージーランドにおけるガーデニングのレクリエーション的価値

0杉尾邦江(プレック研究所)

A-6 自然意識(2 ) 

0塚本 珪一(大阪薫英女子短期大学)

11 : 00く座長:芳賀健治〉

A-7 キャンプ経験による児童の自然観の変化

~連想法を用いて~

0中野友博(筑波大学)

A-8 冒険キャンプ経験が児童の一般性セルフ・エフィカシーに及ぼす影響

12: 00-13: 00 理事会

13: 00-14 : 00 総会

14: 00く座長:鈴木秀雄〉

A-9 キャンプに対する高齢参加者の意識

0関根章文(筑波大学大学院)

~キャンフ。参加高齢者の不安を中心として~

0中島一郎(国際武道大学)

A-10 神奈川県における盲人卓球

~練習を支援するボランティアを中心に~

0渡辺 文治(神奈川県総合リハビリテーションセンター)

14: 40く座長:西野仁>

A-l1 生涯学習社会に向けての生涯学習システムとしての地域生活文化

~山形・黒川能を支える人々の生活史研究をモデルとして~

。梅津 佳子(日本航空レジャーライフ研究所研究員)

A-12 転換期における国民体育大会の意義と役割に関する調査

~特に生涯スポーツの振興事業としての観点から~

0鴨井啓(大竹総合科学専門学校)
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=B 会 場=

9 : 00く座長:赤井利男〉

B-1 r歩くスキー」の概念の明確化に関する一考察

0三浦裕(北海道教育大学)

B-2 100キロハイクに関する研究

0佐藤初雄(国際自然大学校NOTS)

B-3 ホノルノレマラソン完走者の満足要因の分析

~日本人完走者を対象として~

0松本耕二(鹿屋体育大学大学院)

10 : 00く座長:秋吉嘉範〉

B-4 地域におけるスポーツイベントの研究(1)

~菜の花マラソン完走者の満足要因の分析~

0野川 春夫(鹿屋体育大学)

B-5 地域におけるスポーツイベントの研究(2 ) 

~ボランティアの継続意欲を規定する要因の分析~

0長ケ原誠(鹿屋体育大学)

B-6 地域におけるスポーツイベントの研究 (3)

~地域ビジネスとの関連から~

0菊池秀夫(鹿屋体育大学)

11 : 00く座長:中島豊雄〉

B-7 成人男性のライフステージから見たレジャー・ライフスタイル

0)11西正志(鹿屋体育大学)

B-8 成人男性の旅行型レジャー実施者のバケーション・ライフスタイル

12: 00-13: 00 理事会

13: 00-14 : 00 総 会

14: 00く座長:石井 允〉

0北村 尚浩(鹿屋体育大学)

B-9 スポーツにおける若者(女子)のライフスタイル

0梅津迫子(女子聖学院短期大学)

B-lO 現代青年(女子)のスポーツ意識・行動の傾向について

0松浦三代子(東京女子体育大学)

B-11 女性の余暇活動参加歴lζ関する研究

0三宅 基子(日本レクリエーション協会)

15: 00く座長:師岡文男〉

B-12 リゾー卜地におけるレジャー・ダイパーの意識について

0千足耕一(筑波大学大学院)

B-13 民間スポーツクラブの将来予測に関する研究E

~成熟期におけるスポーツクラブ運営への提言~

0冨山 浩三(大阪YMCA社会体育専門学校)
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参加者への御案内

1.受付

11月10日(土)午後 1時および11月11日(日)午前8時30分より受付を行います。下記参加

費をお支払い下さい。

正会員・特別会員

学生会員(資料代)

名誉会員・賛助会員

その他一般の方(当日会員)

2. 大会本部

明治大学経済学部事務室

3. 車輔の入構について

大学構内への入構および駐車不可能です。

4. 休憩と食事

大学近隣の食堂が営業していますのでご利用下さい。

5. 会場内禁煙のお願い

発表会場内は禁煙です。喫煙所でお願いします。

(発表者へのお願いとお知らせ)

1.発表受付

3，000円

1， 000円

無料

3，000円

各発表会場の入口で発表受付を行います。各自の発表時刻の30分前までに受付をすませ、「次

演者席」におつき下さい。

2. 発表資料

研究発表補足資料等については、 100部を発表受付時に提出して下さい。資料lとは、必ず演

習番号(例・ A-l、A-2)、演題、演者氏名を明記して下さい。
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3. スライド

スライド映写を希望される方は、発表受付にあるホルダーに、各自で)1国序正しく正像lζ写る

ように挿入して、発表受付にど提出下さい。スライドの大きさは、 35捌フィルム用の標準マウ

ント (50x50伽)に限ります。

4. 発表時間

各発表演題につき、発表15分、質疑討論5分程度です(13分一ベノレ 1回、 15分ーベjレ2回、

セッション終了一ベル 3回)。なお質疑討論は、各発表セッション毎にまとめて行います。

(座長へのお願いとお知らせ)

各発表会場の人口で座長受付を行います。座長開始30分前までに必ず受付をお済ませいただき、

開始20分前までに「次座長席」におすわり下さい。

時間を厳守して進行させるようにど協力下さい。

質疑討論は、各セッション毎にまとめて該当時間内でとり行なうようにお願いします。

発表取消などで空き時間ができた場合は、討論や休憩にあてられるなど、自由にご裁量下さい。

告す論者・質問者へのお願い)

挙手のあと、座長の合図を待って、所属、氏名を告げたのち、参加者にわかるように発言して下

さし、。
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発表論 文
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|A-l! 

レジャー時代の余暇教育

O 久川 太郎(流通経済大学)

余暇教育

I はじめに

我が悶lとも、レジャ一時代が到来した。それは、労働時間の短縮、週休 2日制・夏季 J

斉休暇等の普及lとよる労働環境条件の改普、耐久消費財の背.及iκζよる久k‘勺:'/1悦v
の解放、あるいは人々の余暇t活百動lκζ対対.する欲求のId高:河可まり lにζよるものでで.あつたO しかし急激

な社会変動、産業文明の進展は価値感の変動を'tじ、社会や個人に、余11/1時代lζ対する準

備をするひまを与えてくれなかった。現代の生活にみられるギャンプル、アルコール、ス

ピード、短期集中型の旅行だけがレジャ一時代の欲求を充足させるものではなし、。むしろ、

乙うしたものの異常なまでの普及乙そが、レジャ一時代lζ適応できなかった人間のノイロ

ーゼ現象とみるべきであろう。レジャ一時代が到来した今乙そ、私達は、今まで#ìi~ ，[労働

と対比して見られてきた余暇を新たな視点から見直し、レジャ一時代lζ適応できる社会体

制を整ねばならない。今回は、現在の我が国の余暇活動を分析し、その問題点を明らかに

して、レジャ一時代に適応するため社会体制等の整備、さらに余暇教育の必要性について

述べたい。

H 我がLliJの余暇活動と問題点

我が国の現在の余暇活動は、 PfHJ 1休UJ 13 LJ以上の長期lの休nr:AJKI?<.分されよ

う。まず平LIの余暇活動では、「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌などの見聞き」、 「何もし

ないでのんびりする」など休養型、疲労回復型が圧倒的に多い。次に休日の余暇活動をみ

ると平rrと同様lζ 「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌などの見聞きJが一番多いが、 「家族と

の団らんJ1友人などとの交際J1軽い運動やスポーツ活動J1趣味・娯楽J1飲食・ショ

ッピングJといった室内から戸外へあるいはより創造的な活動が多くなる傾向が見られ

る。さらに、 3[1以上の長期の休暇で・の余暇活動は「宿泊を伴った旅行J 1日帰りの行

楽J1ドライブJなど費Hlもかかる活動の占める割合が多くなっている。

このように我が国の余暇活動は余暇時間の増大と経済的ゆとりから欧米型に近づき一見

望ましいように見えるが、それは表向きのことであり、本当のゆとりの中でのレジャーに

は程遠いと思われる。それはゴールデンウィーク等のすどし方を見ても言える。すなわち

過密スケジュールによる駆け足のレジャーlζなりやすく、心身のリフレッシュにならない

ばかりか、事故につながっ恐れすらある。このよう K我が|司のレジャーには①知期間中

刑であるとと②最近は旅行先でスポーツを楽しむ傾向があること①移動IC，/(が不IJ川される

ため往復とも交通渋滞lζ疾れーイライラを募らせると大!H故 lζ つながる危険'1~1:があること
が問題点としてあげられよう。さらに今後レジャーはますます大衆化し大型化してゆくと

考えられるわけで、快適な余暇をすごすための社会体制や施設の整備が重要で、あり、また

学校や社会で・の余11限時代lζ適応するための余暇教育が急務となってくると考えられる。

III レジャ一時代に対応した社会体制と施設の整備

今まで見てきたようにレジャ一時代を迎えた我が国の余1I11A活動を更に充実したものにす

-10一



るためにはレジャ一時代K対応した社会体制と施設の整備が必要である。余暇lζ対する考

え方は入社後 51f以内の人では「仕事は仕事、余暇は余暇Jと考える人が多く、仕事優先

の従来の見方とは顕著な差が認められる。また「休日にもっともしたい乙とJでは、 ドラ

イフ¥ハイキング、旅行、参加するスポーツといった能動的な活動を求めている。若い人

のみならず私達が余暇や臼由時聞をもっと楽しむために、労働時間の短縮、夏季等の長期

休暇の普及、更に平日の休暇をとりやすくすることによって余暇施設を効果的に利川でき

るようにするなどが考えられる。 ζれらにより日本特有といわれる短期集中型、また岡一

的なレジャー活動が、多様化・個性化してゆくと思われる。さらに企業の厚生施設の充実

を待つだけでなく安く良質な公共の宿泊施設の充実、スポーツ・文化センターの整備、身

近な公園や公共施設の整備といった施設の整備があげられる。 n本ではレジャーl時代の到

来といってもまだレジャーの時間や費JllIC余裕がなく表向きの華かさとは裏腹に、本当の

ゆとりの中でのレジャーには程遠L、。乙れらレジャー時代K対応した社会体制と施設の整

備によってゆとりのあるレジャーが可能となると考えられる。

IV 余暇教育

我が|現の余暇活動は、ゴールデンウィークのすどしJjを見ても解る通り、まだまだレジ

ャーブーム lζ踊らされた、アンバランスな余暇感覚が感じられる。今後ますます大衆化さ

れ、個性化する余暇活動lζ対応するためにはライアサイクルに合わせた余暇教育が急務と

なってくる。それは学校や公共機関等iζおける趣味やスポーツを楽しむ能力の育成する乙

とである。高令化社会を迎える我が国は、学校教育の中でも心身のバランスのとれた発行

をU指すとともに、余暇時代lζ対応する教育が必要となってきた。例えば小学校から大学

にすiるまで特lと高校・大学では社会生活lζ適応するため従来の部活や正課のQllc新たな積

LIが加わる乙とが望ましい。現在大学の体育実技のrTIC、ゴルフ、ボウリング、 トレーニ

ング、フィットネス(ジュギング)などの種目が実施され始めている。その数はまだ多く

はないが、そとにはレジャ一時代に対応しようとする姿がうかがえる。また学校教育のあ

らゆる場而でもレジャ一時代に対応するための意識や考え方が学ばれるべきである。さら

に学校だけでなく、地域活動の中でも趣味やスポーツを楽しむ能力を育成するために、各

種の教室の開催、サークルの形成、余暇行事の実施、活動の場の提供といった乙とが必要

になってくる。そしてこれらの活動が地域に定着した時lζ、余暇活動は、平日の活動も休

養型から創造型へと移行してゆくと考えられる。

V 終わりに

我が国の余暇活動はレジャ一時代到来といわれ表/iiJきは草-やかに見えるが、本当のゆと

りの中でのレジャーには程遠い。また相変わらず悲惨な海 山の事故や交通事故が絶えな

い。それはレジャー1I;~:fUc適応できなかった人々のノイローゼ現象であるとも考えられる。

私達は今後さらに大衆化され、個性化するレジャーに適応するために、レジャ一時代lζ

対応した社会体制と施設の整備が必要であり、さらに学校や公共機聞における趣味やスポ

ーツを楽しむ能力を育成し、余暇活動を創造的で個性豊かなものにするための余暇教育の

充実が急務であると考えている。
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ヨノ、ン・ホイ三./ンヌj-<7コつf レイ言命 Sこ日司マ言一る

月要民主的勺石汗!亨E
O杉浦 恭(筑波大学大学院研究生)

松田義幸(筑波大学)

キーワード(遊び、夢・理想、文化、精神的価値、物質的価値)

[ 1 ]研究の動機と目的及び方法

人聞は、古来より、洋の東西を問わず、物質的価値と精神的価備のバランス、経済的価

値と文化的価値のバランスを理想として描いてきた。ところが20{!f:紀に入ると物質的寝か

さを重視し、経前の価値が優先され、精神的要素は軽視されてきた。この物質的価値と精

神的価値の調和の重要性を考える上で、一つの視点、として挙げられるのが、ホイジンガの

著した「ホモ・ルーデンスJである。 rホモ・ Jレーデンス j は、ナチスが精神的価備を軽

視したなかで「人聞にとって精神的価値がいかに大切かJ r人聞にとって文佑的価備がい

かに大切かJの問題意識のもとで考察されたものと忠われるからである。

ホイジンガのプレイ論というと「ホモ・ルーデンス j で全てを語る人が見受けられるが、

この本が署されるに至った長年のプレイ研究と、彼の生きた時代背景を研究したものは数

少ない。そこで本研究ではホイジンガのプレイ論の流れを歴史的に研究すると共に時代背

景からの考察も加えることで、精神的価値、文化的価値の重要性を遊びとの関孫で考える。

研究の方法は、ホイジンガの著作を年代l'慣に調べる文献研究の形式をとった。

[2]研究の意義

ホイジンガのプレイ論の歴史的流れが明らかになること。また、その中における「ホモ

・ルーデンス j の位置づけが明確になること。

ホイジンガのプレイ論を、彼の生きた時代、社会背景とあわせて考えることで、文化及

び社会における遊びの重要性が明らかになること。また、精神的価柄、文化的価怖と、物

質的価値、経済的価値のバランスが大切であることがわかること。

[ ~n 研究の概要

( 1 )歴史的生活理想からのアプローチ

ホイジンガは従来の歴史学の研究方法について疑問を抱いていたのそれまでの歴史学が

公的文書だけを頼りに時代像を描いてきたことに対する疑問である。そこで、時代に生き

た人びとの生活におけるものの見方、考え方、感受性から時代像をとらえた。

こうして時代を精神の習慣からとらえようとしたとき、人類の歴史には、それぞれの時

代に、その時代、その社会にあった生活の理想がみられた。ホイジンガはこれを「歴史的

生活理想j と名づけた。歴史的生活理想は古代から近代まで、黄金坐活、使徒生活(清貧

生活)、牧歌的生活、騎士道生活、ルネサンス的生活、バロック的生活、ロココ的生活、

ロマン主義的生活という流れでとらえることができる。

どの時代の理想にも共通していえるのは、人聞は美しく生きたいという願望をいつもも

っていたことである。 しかし、その美しく生きたいという理想を現実の生活の場で実現す

ることは難しい。そこで、遊びを通して、理想、を現実の生活で実践したのである。歴史を
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振り返ると、 どの時代にも生活理想のなかに共通の要素として遊びがみられる。理想はい

つも遊びによって表現されてきたといえるロホイジンガが遊びを考えるようになるきっか

けはここにあるといってもよいだろう。

( 2 )ホイジンガのプレイ論と文化観の流れ

ホイジンガは遊び向身が、夢、理想、を表現する方法として文化を形成してきたことに気

づいた。文化は、夢、理想が遊びを通して表現されたときにすでに存在していたといえる。

逆にいえば、遊びなくしては文化は(f.在できなかったのである。

ホイジンガの文化観には 1930年代を境にして変化がみられる。 1930年代以前は、前にも

述べたように、文化はいかにして形成されるか、あるいは 文化の本質はなにかといった

テーマが主であった。ところが、 1930年代以降になると、文化はいかにあるべきかに関心

が移る。これは、文化の記述的研究から腕鞄的研究への移行である。なにゆえ文化の腕制

的研究へ移ったのであろうか。これはナチスの影響によるところが大きい。文化の条件と

して、愛、倫理、秩序、義務といった道徳的、倫理的内容を全面にだして述べるのは、ナ

チスが倫理を無視し、人びとの生活のなかから夢、理想を奪いとったからである。倫理が

及ばなくなり、崇高な理想、を失った社会は、文化を衰退へ向かわせると考えたのである。

( 3) ホイジンガのプレイ観と時代、社会背景

1930年代の西欧はナチスの支配した社会である。ナチスは新しいもの、より進んだもの

を追求する傾向にあったため、 ことさら科学技術に力を入れた。物質的価制ばかりを追求

し、精神的価備をおろそかにしたのである。これは、生活の便利ざと結びつき、工業化を

迫い求めることになる。働くことが苦であり、遊びは婚と;考えられるようになる。人聞は

働くことだけに専念させられると、全般的に判断力、批判能力の低下を招く。精神的な前

動、 自ら創造する機会がなくなると、思考能力が低下するからである。すると、 正しくな

いことでも間違っていると思わなくなってしまうのである。その意味で、遊び((1 fhな精

神的活動、創作活動)は、文化の形成だけでなく、人間の倫理観の形成にも一役かってい

るといえる。ホイジンガは精神的価値、遊びを軽視したナチスを見て、文化の危機と同時

に人間性の喪失を感じたのである。文化は国家によって方向つけられるものではない。

[4]結論

ホイジンガは、人類の歴史を記述的研究からみたとき、どの時代にも遊びに彩られた崇

高な夢、理想が存在していたことに気づいた。これが文化を形成してきたのである。文化

は、 「夢、理想→シンボル化→遊び→文化表現形式j のコンテクストがその背景にある。

ところが、 1930年代に入り、生活のなかから遊びが奪われ倫理が及ばなくなると文化を規

範的にとらえるようになる。これは物質的価値、経格的価値のみを追求するナチスに文化

の危機を訴えるためである。こうして遊びと文化を記述的、規鞘的に研究して署されたの

が fホモ・ルーデンスJである。ホイジンガのプレイ論は以 kのような経緯をとっている。

[5]展望

20 Ut紀の社会は物質的価値の追求、経済的価値の追求を第」義としてきた。 しかし、今

後はいかに精神的価縮、 文化的価値とバランスさせていくかが課題である。民自な夢、坪!

恕をシンボル化し、文化に表現することは、人間の人間たるゆえんといえるからである。

- 13-



|A-31 
JA;王手芋t't勺手ヨトイ本徳;!，こ主主て二fく

レクリコ二一ション 4概念工タ~析事の i試弓ト

0芳賀 健治(東京家政学院大学)

キーワード 東洋的身体観、気、ハレとケとケガレ、気功、

O序

近年、我が閑では、気功、太緩挙、ヨガ、野口体機、操体法、真向法、自調術、調和道丹

日l呼吸法、野口移体など、東洋的身体観にもとづく健康法、体操、からだづくりが、注目さ

れつつあるように思われるo これらの多くは、仏教および、さらにそこから派生した修験道

系の修行法にその源を辿る事ができると言われている。

さて、これら一連の東洋的身体制に基づく、身体および精神の活性化を日指す各積の方法

は、レクリエーションという視点からとらえるならば、どのような位置づけがなされるので

あろうか。今後のレクリエーション研究の上で、レクリエーション原論的な視点からこれら

の位檀づけを整聞しておくことは、有意義なことであろうと思われる。

0研究の方法

上述の各種の方法の理論的根拠はまちまちであるが、いずれも人聞の身体をとりまく「生

体エネルギーJの存在を、あるものは積極的に、あるものは消極的ながらも認めている。気

功では、これを「気j と呼ぴ、ヨガでは「プラーナJと呼んでいる。今回は、 「気jの存在

存前提と 1でいるものに行nし、レクリヱーション慢念のこれまでの研究を参考にしながら、

比較、検討した。

O研究の結果および考察

])従来のレクリエーション概念分析について

従来のレクリエーション概念分析についてまず、一通りみてみたが、いずれの場合もレク

リエーションは、人聞が何?浮かのエネルギーを失い掛け、あるいはバランスが崩れ、それを

ある行為によってそのエネルギーを再獲得するというプロセスとしてみる見方がほとんどで

あった。労働再生産論的レクリエーション論においても、また人間性阿復論的レクリエーシ

ョン論においても、いずれの場合にも何等かの活力なり、エネルギーを獲得するプロセスと

して規秤ーされているように思われた。しかし、そのエネルギー的なものは何かということに

なると、ほとんどがあいまいなままで、あるいは触れられること無く概念分析が為されてい

るように思われた。

また、私が加わった研究のrt1でも、レクリエーション概念を語源、専門辞典など多数の出

典から検討し、レクリエーションを、人間が肉体的にも精神的にも、活力をホメオスタシス

的に保ち続けるプロセスと規程した。そしてわが国では、それに対応するものがハレとケの

対応であると私の担当部分では規定する試みを行った。波平、桜井らの、 「ハレ、ケ、ケガ

レの循綴説Jによれば、 1-iケ」とは、農作物をそだてる根源的エネルギーを指し、さらに

は農民の労働力の活力源をさすとし、ケの活力が減退した状態が、 「気枯れjすなわち気が

枯れた状態が「ケガレjであるとしている。

ここでは「ケJは、 「気jに通じるとは示唆しているものの、その中心となる「気」の実
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体なりエネルギーとしての「ケ」にはまったく触れていない。密教系や修験道の修行におい

ては極めて頂要な概念、であるにも関わらず、民俗学の分野においても「気Jとは何か、 「気J

について一般民衆がどの様に対応し、認識していたのかについての記述は極めて少ないよう

に思われた。これは「気jの実体が科学的に証明されていないために研究者が深入りを避け

てきたためであろうと思われる。

2) r気Jと「レクリエーションjの関連性

各積の東洋的身体制に感づく心身活性化の方法、あるいは東洋医学が根拠としている与え

方の中には、今日のレクリエーション概念、と結びっく可能性のある認識がいくつか存在して

いると思われてならない。 r開放系としての身体j という見方は上述の、エネルギー再獲得

のプロセスとしてのレク 1)エーションと璽要な関係が在るように思われる。すなわち、開放

系としての身体は「気jのエネルギーを天の気、すなわち空気を呼吸として受け入れ、大地

の気を「食」として受け入れる。ここでは、人間の身体も心も、 「気j というエネルギーの

存在を媒介として自然とのバランス、環境とのバランスを保つ。このエネルギーのバランス

を保ち、あるいは再獲得するため、あるいはこのエネルギーの流れの滞りを解消するための

方法が、気功や太械挙である。中国の気功法では、様々な身体への働きかけによって「気j

が巡り、人間の身体および精神が活性化されると考える。病いとは自然と人間のバランスが

崩れるということであり、人間関係の崩れ、開放系としての身体のバランスの崩れであると

見る。 r気Jの流れをスムーズにさせることが、東洋医学の考え方である。また、日本にお

ける各荷の民間治療法、健康法の多くが、この「気jの存在を前提としており、フィジイカ

ルな側i耐のみならず、心の持ちようについても心身一元論的な見方からかなり詳しく体系化

されている。

先に心身を活性化させる機能がレクリエーションの本質ではないかと述べたが、活力を獲

得する方法としての気J}Jや呼吸法などは、レクリエーションとして見倣すことは可能であろ

うか。これらは、実践することにより心身が活性化されることが多くの人々によって実感さ

れているが、科学的にはまだまだ未知の領域である。ただ、ひとつ璽要なことは身体的な方

法を実践することで、精神的には、レクリエーション活動に参加した後と同じように、心が

晴れ晴れとしたような「感じjが得られていることである。従来、レクリエーションとして

の活動は、非日常的な索開(日常空聞から非日常的空間への移動)、非日常的な時間(非日

常的な時間の過ごし方)などがその要素として指摘されてきた。 r非日常性jは、個人、共

同体の構造としての「日常的な世界を健康に保持するための必要な仕掛け、という趣きをも

ってJこれまで社会に受け入れられてきたという指摘もある。しかしながら、気功などの実

践者の場合、心身を活性化させるためには、非日常的な空間への移動、非日常的な時間すな

わち休暇などの条件は必要無い。レクリエーションの前段階としてケガレ、あるいは「抑圧

された人聞の可能性Jといったものがあるとするならば、レジャー・レクリエーションは、

非日常性によってエネルギーが再獲得される過程であるのに対し、ヨガや気功など東洋的身

体観に基づく心身活性化の方法は 13常性の中で、身体的な行為を媒体として臼分自身を変容

させることによって、エネルギーが再獲得される過程であると規程することができる。ただ

し、非日常性をレクリエーション概念の必須条件に加えるか、加えないかについての検討が、

今後の大きな課題となるだろう o

F
D
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Iレクリエーション指導j標念の変遺ど展望

レクリエーションt旨2J、レクリエーションワーク

1 .はじめに

O千葉相夫(13本社会耶撲大学)

聞凹fin哉{日本レク協会研究所)

fレクリエーション指揮Jなる行為について.学会発表という学際的手段を用いその理

論的見解をまとめたのは、これまでに本報告の共同研究者である1盟国踊哉の「レクリエー

ション指導の基本構造に関する一考察 J11のみである.この発表は、それまでの多くの抽

象的論議に加えて、 fレクリエーション指導 j行為を f構造的j に捉えながらヴィジュア

ルな整理を試みた点でたいへん評価されるものと考える.

しかしながら、乙の発表から 5年を経過した今日において fレクリエーション指通事j な

る行為は、従来の領域に加えて医療、保健、徳社、企業・労組.レジャービジネスなどの

分野への多様な広がりが加速的に進行してきている.特に国際社会や高郎社会といった動

向を背県としたレジャーの置と質の問題は、 fレクリエーション指導j に対して新たな機

能を要求してきているように思われるのである.

そζ で、本報告では先に紹介した閏間報告をペースにしながら今一度 fレクリエーショ

ン指導j 概念の変還を次のようなステージで整理しながら、 20陛紀を見据えた『レクリ

エーション指導 jの考え方を展望しておきたい.

①日本厚生協会のレクリエーション指怠微念(戦前 j

② f 指導者検定規程 1(tl(設捌のレクリエーション指導概念(昭和 20年代)

@江矯や三隅のレクリエーシヨン指導概念(昭和 30年代)

④地域と職場レクリエーション領岐におけるレクリエーション指導概念(昭和 40仔.代)

⑤レクリエーション・ワーク識の登湯(昭和 50-60作4 代、平成年代)

(室、 20世紀を展望して(平成 10年代)

2. 日本厚生協会のレクリエーション指導懐念{戦前)

日本厚生協会は昭和 13 ffに設立されているが、戦争が激しくなるにつれて厚生運動ど

いう活動内容の表現も「慰安娯楽J (略して慰祭)とされ、レクリエーシヲン指導者は

r!t、楽指導者j と呼ばれている。慰楽指導者 IJ:、修練所などを訪れて軍歌や童心行(ゲー

ムのごと)の指滑に当っているのである.1 t，たがって、ごとでのレクリエーション指滋

燃念:は、戦争で闘っている兵士や銃後で例く労働者ヘの健全な慰宮活動の偲供であったと

考えてよかろう s

3. r指導者検定規程 j 創設聞のしクリエーション指導繍念(昭和 20年代)

昭和 26 年に「レクリエーション指導者検定規f.~Jが制定され今日に至っている。その

ときに規程を中心どなって起草した閉山線三郎が、月干!Jrレクリエーション j 第 1号で述

べている文脈か月 s¥ごごでのしクリエーション指導観念、には、踊りや歌をレク 1)_，・ーシ

ヨン的に指導しながら健全なレクリエーシヨンの理念と実践を国民に浸透させていくとい

弓悶民の「余暇善用指導j というニュアンスを感じとる乙とができる u

4. 江橋や三隅のレクリエーシヨン指羽根f念{昭和 30年ー代)
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江橋は、昭和 36年!こ出版された Fレクリヱーーションハシドブ...ク』の fレクリヱーシ

ヨジ指導 j という章の中で、 fレクリエーション指導者は.参加者の開味や欲求.関心を

正しく理解し、それを伸ばし、引き出すことを考えるべきであろう， Jと述べ.参加者主

体のレクリエーシヨン指導概念:~tr ち出している. 1 

また、三階は昭和 37ffーに出版された『レクリエーション指樽』の中で、 「レクリエー

ショシの指樽とは.変な表現であるJどしながら‘ f人々がレクリエ-，〆河シにかIする間

味を覚え、また j勇きたたされ、生活の中に各自が自分な t)にと η.入れていくようになれば、

それでよいと思うのである守 Jt、レケリエーションの民活化者:導くようなレクリエーシ

ョン指場概念を提起している。.1 

以上の両者に晃られるレクリエーション指導概念は、レクリエーシヨンの個別的な自由

性を踏まえながら、その生活への導入を示唆・している点で大きな炭開が見られる.

5. 11¥11或と膿場レクリエーション領域におけるレクリエーション指導概念、(昭和 40年代}

昭和 47年、日本レクリエーション協会は fレクリヱージョン運動推進要項 j を発表し、

その中で、レクリエーション指導者が活動指導に終始することなく、地峨の中のクラブに

所属したり、あるいは育成したりするよう指針を打ち出した。己のごとは、活動指導の依

頼を待っている指導者ではなく、地境住民のより楽しい生活づくりとしてのクラブライフ

を支援・育成するという新たなレクリヌ.ーショシ指導概念を提起したものと言える e

一方昭和 38'fからスタートした日本 t，クリエーショツ協会主催の職場レクリエージョ

シ指導者養成講習会(通称、 r1ノクリエーション学者I!J は、昭和140 年頃かそうレクリエー

ション指導者を『レク・リーグーj という軽快な感じを抱かせる呼称に変化させている内

つまり地域のレクリエーシヮン指導にはオーガナイザー的機能;奇襲求したのに対して、

職場のレクリエーシヲン指導には活酌指導.に上町力点、を置考.ぞの1既念が分化していった

ように思われるのである守"

の.レクリエーション・ワーク輸の登場(昭和 50~60 年代、平成年代)

日本レクリエーション協会が、昭和 49年から行った f高齢者レクリエーション・ワー

カー養成セミナ -J~契機として、 「レクリエーション・ワーカー j 論議が活発になり、

fレクリエーション指溝!の基礎慨念も検討されている。ごの筒療に-は、社会福祉のソー

シャル・ワーカー論や江橋らが昭和[J4 7 ifに著した『レクリエーション指導』におけるレ

クリエーション指導の図示、あるいは、田中が『レクリエーシヨン指導教本』の中で述べ

たレクリエーション指導の中にカウンセリングやガイダンスをも含むという考え方が存在

している。

以上のような過程を娃て、昭和 55年には日本レクリエーション協会が r1ノクリエーシ

ヨン指導者養成のための大綱j を発表し、その中でレクリエーション指導 t:tr人々のレク

リエーション自立への総合的支綬活動 j と定義したのである。川そして、その方訟として

は集団を介した支援、個人への直接的な支援、社会システムの糧備が上げられている。

7. 2 0世紀を展望して(平成 1()年代)

ある個人のレクリエーションの実現を謬l整・管1里(広い意味で)するレクリエーション

・コーディネーターやマネージャーという考え方が、レクリエーション指埠概念を形成す

る中心的考え方になってくるのではないだろうかと慰われる。

*引用・参考文献は汚IJ紙にて紹介する。
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ガーテf ニングのレクリエーシ g ン白勺イ面イ直

杉 尾 邦江 武蔵工業大学工学部講師

(株式会社プレック研究所)

(キーワード〉 ガーデニング

1.はじめに

J ・プノワ・メシャンは、 「庭の創造は、余暇の状態にひらめく霊感に想を得た人間の

表現への願望の至高の到達段階である。」と述べている。このように、自然や庭や草花、

そして風景への愛好と創造への願望は、ほとんど本能的なものである。キーストマスが、

言うように、庭は本来個人の果てしない満足の源泉であり、また、思う存分自己表現がで

きる空間として、特にイギリスで庶民階級に産業革命を前後して、庭作りが大流行した。

急激に増加する余暇を庭作りや園芸によって、美と自然の創造のために消費するレクリエ

ーションとして、庭作りは奨励された。この庭の流行は、イギリスから海を渡り、アメリ

カ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドの植民地に移植された。

レクリエーションとしてのガーデニングは、同時に、町の景観や好ましい環境の創造、

更に、地域社会や文化に多大な貢献と効果をもたらしている。

我が国においては、最近、私的空間が公共空間と同様に、良好な環境や景観形成の空間

として認識され、私的空間を代表する住宅の外部空間が都市環境の一部として、庭化が要

請されつつある。従って、今後レクリエーションとしてのガーデニングの普及が望まれる

ことから、ガーデニングのレクリエーション的観点からの価値と効果について明らかにす

ることが必要である。従って、世界的にガーデンシティとして認められているニュージー

ランド、クライストチャーチ市のガーデニングの実態を把揮することによって考察を行っ

た。

2.方法

1987年にクライストチャーチ市において、 3000人を対象に質問表郵送によるアンケート

調査を実施した。 3000人中1396人の回答を得た。アンケートでは得られないディテールは、

60人を対象にインタビュー調査を行った。アンケートは25項目にわたり、(1)属性、 ω住居

・庭の形状・大きさ、侶)ガーデニングの動機、 ωガーデニングの実態(作業内容と分担、

時間、愛好の度合い)・ガーデンの実態(庭の大きさ、タイプ、構成材料[樹木、地木、

草花、芝、その他の使用度合い])、 ω庭の使用目的、 (6)パンダリーの構造、等であり、

インタビューでは更に、庭の構造、庭作りを始めた動機を詳細に把握すると共に、庭への

趣向として使用樹種、草花の種名と使用頻度、カラーの使用頻度、等で、写真撮影及びビ

デオ収録、庭の平面図作成を特に庭の最も美しい最盛期の 2月に実施した。

3.結果と考察

(1) レクリエーションとしてのガーデニング

市民の96.7%がガーデニングを行っており、 86.4%の人がガーデニングを愛好してい

る。ガーデニングの動機としては、次の g項目があげられ、それぞれ重要と認識してい

る度合いは、表 iのように、庭のメインテナンスを目的とする動機は、⑤の町の景観美
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①庭のメインテナンス 95.9% 

化を維持するためと相闘が高く、庭は町の景観を形成

する重要な景観要素として、住民が認識している事を

示すものであるが、一方では、リラックス・ホビー・

エクササイズ・植物への興味といった、レクリエ}シ

ョン活動として、ガーデニングを促えている事が明白

である。更に、庭の利用の仕方としては、ガーデニン

グそのものはレクリエーション的に行うが、庭そのも

のの使い方としては、庭という空間を環境として捉え、

身近な環境として潤いを感じる空間、美しい景観とし

て眺望を楽しむ空間として利用する事が主体であり、

②リラックス 79.3 

③ホビー 57.7 

④ヱクササイズ 49.5 

⑤町の景観美化 83.6 

⑥植物への興味 77 .5 

⑦近隣社会との友好 13.0 

@社~ 20.3 

⑨食料の生産 64.2 

表.2..・...庭，JP....:使.J~..方J
①エクササイズ 38% 

②道路景観の修景 41 

③景観を楽しむ 87 

④環境を楽しむ 91 

⑤戸外生活の場 60 

⑥食物生産 56 

(3) ガーデニングの作業内容

スポーツ、ホビーといったアクティピティを楽しむと

いった使われ方には重要としていない事がわかる。

ガーデニングに要する時間量は、 1週間の内、 1時間以

上が73%、 4時間以上が40%と、週末の半日はガーデニン

グに費やす事が、日常的に行われている。

(2) ガーデニングに要する消費額

年間 1........5万円を消費するが、約70%に達し、これは、

殆どが草花の種子・苗木代等の材料費であり、庭は、殆ど

すべて彼ら自身の手で作られ、維持管理されている。

ガーデニングの作業としては、①庭のデザイン、②基般整備(瀧水設備・舗装・闇路

・パーゴラ・テラス・プール・池・花埴の床作り)、③草花の栽培・繁殖、庭木の植栽、

手入れ、④芝生の手入れ、⑤動物環境の施設(バードパス、バードフィーダ一等の製作)

等であるが、これらの作業は、すべて家族で分担して行われる。その分担は、父親は芝

生と庭木の手入れ60%、草花の管理は母親が65%、果樹の手入れは祖父が41%の比率で

1子っている。

(4) 庭の構造と様相

クライストチャーチの庭は、道路に面し、約42%がフェンスがなく、道路から眺めら

れるようになっている。芝生・草花・瀦木から構成され、庭で重要とされる植物は、溜

木が最も高く 91%、次いで草花88%、低木58%で、庶民の庭ほど草花が鮮やかに咲く、

芝生と纏木とで構成されたフォーマルなフロントガーデンである。

(5) 属性によるガーデニングの傾向

家庭の主婦、リタイアした人ほど、ガーデニングの時間量が多く、手間のかかる草花

を愛好し、高年齢の人ほど、ガーデニングをレクリエーションとして行う傾向にある。

(6) まとめ

クライストチャーチの市民が最も時聞を消費するレクリエーションは、ガーデニング

であり、そのレクリエーション傾向は、単にホビー、リラックス、エクササイズといっ

た精神的なリフレッシュ効果のみならず、ガーデニングは市域の景観、環境形成に多大

な貢献を与えている。ガーデニングは、今後、最も有望なレクリエーションとして普及

する事が望まれる。
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自然意識 2 
塚本法・-(大阪薫英女子蝿期大学}

自然意識体験陶上主体性

1.目的

演者は先に第 19回レクリエーション学会で『自然意識Jについて報告した。その内容は

自然への関心、積極性、知識、休力などの関係の慨略を示したが、今回はさらに資料を追

加し、ぞれらの関係を比較考察した。さらに野外におげる生活、活動などの休験、学習が

体験者をどの様に向上し、主体性.をもって活動できるようになるかについても研究テーマ

とした。

今回はその調査の分析、比較を主とし報告し、向上性の部分についても一郎を報告する.

11.調査方法・

使用したアンケートは問題点はかなりあったが、資料の均一性を保つためにあえて前回

と問械のものを使刑した。アンケートの内容は全体でHの質問があり、(I)積極的な自然の

中での活動の有無、(2)身近な自然に対する関心の有無、(31自然、に対する少し高度な知識

の有無、(4)体力を必要とする活動の有無の 4種別となっている。

別に 1.今までにあなたが出会ったすばらしい自然、は、 2.あなたの理想とする自然、は、

の二項目についての記述依頼も前回と同様である。

分析方法も前回と同様に 34の質問に対する阿答率と 4種別の質問に対する回答率によっ

て分析した。調資対象はがi聞の資料に加えて、 S社野外生活カウンセラ一、 H専門学園の

学生lごついて 6ヶ月をおいて二聞の調査をした。

アンケート調査に協力をお願いした方々は前阿と合わせて 900名である。

11 1.調査結果

1.全体的な傾向

前間報告したものとほぼ阿織であるが、自然に対する積値t1:と自然、lご対する関心、体力

を要する事への参加は、ほぽ同僚の偵を示しているが、自然についての宇習のf置は低い。

全体的に男女の差はあって、女子が男子に比較して低いこと、特に白然についての積極

的な学智と体力的なところでの備が低いのが特徴である。

その差の順位は、臼然への関心→積極性→自然の学習→体力的なもの、と大きくなって

いる。

年齢については細分化しないで、 2D歳までとそれ以上の二つに分 ttてみた。

その結果は年齢差は全体的に顕著である。しかし、その傾向は男女仁違いがあって、男
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子では、自然ヘの積術性→休1;的なもの→自然のさ宇野→自然への関心の賄に入・き〈なって

いるが、女子では体力的なもの→自然への積傾件.→自然の学割→臼然ヘの開心となってい

る。

2.各グループの特徴

調査対象としたグループは、<1)キャシプ実轡を精唱する女子短大生、②自然について学

習しようとする女子短大生、@キャンプ・カウンセヲーを希望する社会人、④キャンプ場で

カウンセラーをしている省、⑤靭i人教育の一貫として野外生活カウシセラー研修を受講し

ている者、@自然対象の専門学校生、⑦一般社会人山岳会に所属するものなどである.

キ.ャンプ・カウンセラーをやっている者ほ別として、キャンプをやろうという者とそうで

ない者との聞には全体に幾分差がある.特に自然、の学習が前者ほ後者に比較して高い値を

もっている。このことはしかたな〈研修を受けようとする者と自分が好んで自然関係の専

門学校に入った者との比較において顕著である。

キャンプ・カウンセラーをやっている者のすべての備が高いのは当然であるが、一般社会

人山岳会に所属する者との比較では自然の学習と体力的なものは山岳会が高いが、自然へ

の積極性と自然への関心については山岳会が必ずしも高いとは言えない。

3.向上位

しかたなく研修を受げようとする者と自分が好んで自然関係の専門学校に入った者との

比較においてその成長というか向上も顕著である。特に自然、の学習が最も顕著で、次に自

然への関心→積極的なもの→体力的なものの傾に小さくなる。 rしかたなく Jグループは

順位が少し違って、臼然への関心→自然の学習→(問機)となっている。

「しかたなく』グループと自然学習希望のグループでは一泊二日のキャンプ実習四回と

三泊四日の生徒指導がかせられた。その結果はほとんどすべてに備が高くなっているが、

女子の場合は体力的なところでは変化がない。

しかし、研修後の他との比較において、キャンプ場でのカウンセラー・グループには迫い

ついてはいない。

次に実習と講義を専門的に受付たグループでは、一年生の場合は全体lご怖が高くなり、

二年生では自然への積倍性l:l当然変化はないが、なぜか臼然への関心が急激に高まる。

I V.結語

今回、特に問題としたのは実習とか講義を受付る事によって『臼然の意識』がいかに変

化するかを調査した.しかし、その条件設定はかなり現実の諸条件とは合致せずむつかし

いものであった。

最初から自然への学習とか自然、の中で活動しようと考えている者にとっては当然である

が『自然の意識 Jが高まる可能性を持っている。それに対し『しかたなく Jの場合はその

意識の高まりも低〈なっている。

n
d
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0中野友博、飯田稔(筑波大学)、成田修久(IWNC)

キャンプ自然観連想法

EJ白勺

都市的環境に生まれ育った子どもたちの聞に、肉体的分野だけでなく、自殺年齢の低下や無感晶、登校拒否な
ど精神・情緒的分野にも劣化現象がみられるようになっている。こうした状況の中、「野外教育」が自然を舞台
に行なわれる教育ということで注目されているが、子どもが自然に対して抱く「概念」そのものの研究がほとん
どなされていないのが現状である。そこで本研究は、小学校4・5・6年生に焦点をあて「野外教育」の一環で
あるキャンプに参加した児童(以下、キャンパーとする)、キャンプに参加しなかった児童(以下、非キャンパ
ーとする)と、自然と接する機会が多いであろうと考えられる山村地区在住の児童(以下、山村児童)の3つの
グループを対象とし、それぞ‘れについて、「自然Jに対する概念を分析し、キャン7'経験による児童の自然観の
変化を明らかにすることを主な目的としている。

石汗ヲ宅75宇去
1 .対象
本研究では研究の対象を①1989年8月に行なわれた幼少年キャンプ研究会主催の花山キャンプに参加した都市

部在住のキャンパー (72名)、②非キャンパー(キャンパーの友人で都市部在住 7 1名)、③宮城県栗原郡
花山村立花山小学校の児童 (63名)の3つのグループ.とした。なお対象はすべて小学校4・5・6年生である。
2.測定及び手続き
それぞれのグループ.に対して「自然Jを剰設語とした「自由進想法Jと、「自然J関係語20語についての

「制限連想法」を行なった。キャンパー、非キャンパーに対するPRE-TESTは1989年7月、.POST-TESTは同年9月に
行なった。また、花山小学校の児童に対しては1989年9月に調査を行なった。
3.統計処理
(1) 自由進曹、法による分析
刺激語を「自然Jとし、それぞれの刺激語に対して、キャンパー、非キャンパーはキャンプの煎・後に 1回ず

つ、花山小学校の児童は1度のみ回答するようにした。回筈に際しては、単語や文章を問わず、連想されるもの
すべてを記述するものとした。
進想、された言葉(進想語)について同誌警を統一し、進想語の集合とした後、進想頻度を算出、さらに、進想

頻度/回答者数X100で与えられる連想車を算出した。進想類度・進守車に基づき表、図を作成し、比較・検討
を行なった。
( 2 ) 制限連想法による分析
本調査では、高田(1976)や阿部 (1985)の研究を参考にして「自然」に関する語を20語選出し、それを刺

激語として刺識語聞の関係を求める制限進想法を行なった。基本的な考え方は刺激語間に類似度と連想、確率を導
入し、それらの結果を 1つの図に重ねて描き、概念構造図を作成することである。まず、制限連想用語の集合を
w= {Wl，W2，W3，W4・.. Wn} とする。全回答者カ~iを刺激語として与えられたとき、枇を進想した頻度を Uik
とする。また、刺激語Wiから進想、されたすべての進鵠きの頻度の和をUi=2: N UikとしてWに属するWiとWjと
の聞に互いに連想されやすいという意味での類似度を式 Sij=Uij+Uji / Ui+Uj で与える。この類似
度(S ij)により、クラスター分析を行なった。 また、刺識語Wiが与えられ、回答者が集合Wの中からWjを連
想するとき、その連想確率 (Pij)を式 Pij = Uij / Ui で与える。以上に述べた規則に従ってグラフ
の弧を決定するための2つの関値パラメータα、βを次のように定義して導入する。①Pij孟α、Pij孟βPji 
のとき、 Wi → Wj ②P ij ミ α 、 Pji~α 、 1/β く Pìj/Pji<βのとき、 Wi←→ Wj (ただし、 0<α 〈

1、β>1 )③その他の場合はWiと耐の間に弧なし。このことから成る弧と連想語のクラスターを 1つの図に
重ね合わせて描き、これを概念構造図とし、比較・検討を行なった。

寿吉主畏玄三宝よてF二考委事警

1 .自由進想法による「自然観」
(1)キャンパー
PRE-TESTでは円11Jが54%で最も多く連想され、 POST四 TESTでは「木」が64%と最も多く、り11Jは54%のま
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まであった。また、 PRE-TESTとPOST-TESTに共通してキャンパーの15%以上が進想した言葉は、「木、山、川、
緑、森、虫、動物、林、鳥、空気、森林、水、草、花」であった。キャンパーのPRE-TESTとPOST-TESTで10%以
上の変化がみられた言葉は「木、山、森、林、キャンフ.Jでいずれも増加していた。これは、キャンフ.を行なっ
た場所や、一泊二日の登山を含むキャンプフ・ログラムの影響と推測される。
( 2 )非キャンパー
「木」カiFRE-TESTで64%、POST-TESTで60%を占め、いずれも最も多かった。ιP限ーTESTとPOST-TESTに共通して

15%以上が「木、山、川、緑、森、虫、動物、林、鳥、空気、草、花Jを進想、した。
( 3 )山村児童

山村児童の58%がりIIJを進想し、 15%以上が「木、山、 JII、緑、森、虫、動物、林、鳥、草、花、空、魚、
紅葉、雲」を連想した。一方、キャンパ一、非キャンパーでは、「空、魚、紅葉、雲Jという言葉はP阻ーTEST、
POST-TESTのいずれにおいても15%以下だった。

これらの結果から、都市部在住の児童、山村児童に関わらず小学校4・5・6年生の「自然観Jには、「木、
山、JfI、緑、森、虫、動物、林、鳥、草、花Jという言葉が含まれていることがわかった。また、住谷(1989)
が地域の環境の違いによって生徒の自然観に若干の差が生じたと報告した結果と一致し、都市部在住の児童の自
然観と山村児童の自然観はほぼ似たものとなった。さらに、新堀が「自然の中での生活は短期間であっても自然
観を変え、また自然への関心や好奇心を広めるJと述べているように、キャンフ.経験が子どもの自然、観に影響を
もたらす傾向があることがわかった。

2.制眼進曹、法による「自然観」
(1)キャンパー
キャンパ-PRE-TESTでは計6つのクラスターがみられたが、問ST-TESTでは、水に関係したクラスターと気象・

天文に関係したクラスターの2つがみられただげで、その他の言葉は独立していた。これらの結果からキャンプ
経験により、小学校4・5・6年生の児童が自然観の中で自然事象を独立させて抱くようになる傾向があること
がわかる。これは、新堀が「自然に接する場合、(対象としてよりもむしろ)環境としての自然を考える」と述
べているように、本研究のキャンパーもキャンプに参加する前は自然を環境としてとらえていたが、キャン-;.に
参加することによって自然を対象として考えるようになったためと思われる。
(2 )非キャンパ-
PRE-TEST、POST-TESTに共通して3つのクラスターがみられた。(水/田畑・土/気象・天文)
(3 )山村児童
山村児童では、計5つのクラスターがみられた。(水/田畑・土/木・森林/草花・野原/気象・天文)

これらの結果から、都市部在住の児童、山村児童に関わらず小学校4・5・6年生の児童はその自然観の中に、
水に関係のあるものとして「水」・ rJlI J・「海」を、また気象・天文に関係のあるものとして「空J・「星J
・「雲」をそれぞれ同一クラスターとして連想した。弧については、「水JとりIIJが相互に進想され、「空」
から「星」と「雲」を、「太陽Jから「星Jを、「人間」から「田畑」を連想している。また、都市部在住の児
童は自然観として、「土Jから「田畑」を連想するが、山村児童ではそれらを同一クラスターとして進想するも
のの、言葉には方向性がみられなかった。さらに、山村児童はりIIJから「海」を進想するが、都市部在住の児
童はその様な方向性を持たないことがわかった。しかし、その他の言葉については違いがみられないため、都市
部在住の児童と山村児童の自然観は類似していると考えられる。このことは、自然観は生活環境によって若干の
差が生じるがほぼ類似しているという住谷 (1989)の報告と一致する。

さらに、キャンパーは、キャンフ濯験によって事象をより独立させる傾向がみられた。これは、キャンプを通
じて実際の自然物にじかに触れることによって、ひとつひとつの「自然」を自然観のなかで確立する過程にある
ため、このような傾向がみられたと考えられる。

奉吉詣i'i

本研究においては、キャンプ程験を通して、児童はより具体化した自然を進想するようになる傾向がみられた。
都市部在住の小学校4・5・6年生の児童の自然観と山村児童の自然観については、若干の違いが見られるもの
の、 lまぽ類似していた。すなわち、児童の自然観について、地域の環境による影響が少ない。
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O関根 章文(筑波大学大学院)

飯田 稔(筑波大学)

キーワード:キャンプ、児童、セルフ・エフィカシー

1 .目的

現夜、わが国そしてアメリカにおいても、官険プログラムを含むキャンプの研究として

は、自己概念や Locusof Control を従属変数とした研究が主である(:tt村. 1987)。アメ

リカのBanduraによって提唱された社会的学習想論では、ある状況において必要な行動を

効果的に遂行できるという確信をセルフ・エフィカシー (Self-Efficacy.自己効力感)と

呼んでいる(パンデューラ，重久訳. 1985)。そして、個人がセルフ・エフィカシーをど

の程度身につけているかを認知することが、個人の行動変容を予測する要因として有効で

あるとされており、キャンプの研究においても従属変数として街効であると考えられる。

セルフ・エブイカシーには、 2つの水準がある。 1つは、直面する特定場面において個

人が特定の状況を克服しようするか否かに影響を与える短期的なものであり、もう 1つは、

個人がいかに多くの努力を払おうとするか、嫌悪的な状況にいかに長〈耐えることができ

るかなどに影響を与える長期的なものであり、後者を一般性セルフ・エフィカシーという。

そこで本研究は、冒険プログラムを含むキャンプに参加した児童を対象に、キャンプの

前後に一般性セルフ・エフィカシーを測定し、キャンプ経験による影響を明らかにするこ

とを目的とする。

2. 方法

1 )被験者

平成 2年 8月21日から 27日に、宮城県花山キャンプ場で行われた幼少年キャンプ研究会

主催のキャンプ(6泊 7日)に参加した、小学 5 ・6年生 48名からなる。

2 )キャンプの概要

①班編成と指導者

参加者は 1班 6人もしくは 7人からなる 7班に分けられ、班編成にあたっては性別、学

年、経験を考慮した。指導は野外運動を専門とする大学教官および野外運動を専攻する大

学院生と大学生があたり、カウンセラーとして各班に 1人づっ配領した。

②プログラム

一般的なキャンプ・プログラムに加えて、班で課題を解決していく仲間づくりゲームや

メイン・プログラムである沢登りを含む 1泊 2日の登山など、冒険プログラムが加えられ

て構成されている。

3 )調査内容と手続き

坂野と東僚(1986)が作成したものを筆者が児童用に修正した 16項目、 5段階評定尺度か

らなる一般性セルフ・エフィカシー尺度(以下、 GSES)を、被験者に対してキャンプ

の直前、直後の 2回実施した。
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3. 結果と考察

キャンプ前とキャンプ後の GSES得点の平均の差について t検定を行った。その結果、

表 1に示す通り、キャンプ前よりキャンプ後のほうが 0.1%水準で有意に高〈、一般性セ

ルフ・エフィカシーが向 tしたといえる。これは、官険プログラムをこなしていく中で、

セルフ・エフィカシーを聾得する情報となる 1)完全遂行、 2)代理的経験、 3)言語的

説得、 4)情動的喚起という経験をしたためと考えられる (Harmon，P.&Templin，G.，1987)。

表 1 キャンプ前後におげる GSES得点の変化(全体)
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キャンプ前の GSES得点の低いものを L群、標準を M群、そして高いものを H群とし

て比較したのが表 2である。 L群と H群はキャンプ前後で有意な向上はみられないが、 M

群は 1%水準で有意な向 tがみられた。また、キャンプ前には M群と H群の聞に有意差が

あったが、キャンプ経験によって M群が H群と同程度まで向上したことにより、キャンプ

後には有意差がなくなった。 L群の GSES得点が向上しなかったのは、無気力・無関心

・無感動であったり、また抑うつ状態が強い(板野， 1989)がため、プログラムに積極的

に参加しなかった可能性がある。一方、 M群と H群はプログラムに積極的に参加したため

に、キャンプ後に GSESを高〈示したと考えられる。

表 2 キャンフ・前後におげる GSES得点の変化(L . M ・H群別)

N 

L群 11

M群 18

H群 16

pre-test (SD) post-test (SD) t 

40.79 (8.51) 45.43 (12.40) ー1.69 

50.94 (1.43) 57.78 (7.89) -3.77** 

59.75 (4.57) 62.38 (7.38) -1. 67 

牢事 p<.OI 

キャンプ未経験群と経験群に分げて比較したのが表 3である。キャンプ前には未経験群

と経験群に有意差がみられなかったが、キャンプ後には、経験群が 0.1%水準で有意な向

上をしたために、両群聞に有意差 (t=-2.39，df=46，p<.05) がみられた。これは過去のキャ

ンプ経験が、今回のプログラムに積極的に参加する要因になっていることが考えられる。

表 3 キャンプ前後におげる GSES得点の変化(経験別)
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4. 結論

冒険キャンプに参加した児童は、キャンプ・プログラムをこなしていくなかで、一般性

セルフ・エフィカシーを護得し、向上していくことが明らかになった。特に、キャンプ前

の一般性セルフ・エブイカシーの状態やキャンプ経験によって、向上に影響がある。今後、

他の従属変数との関係、行動変容との関係、そして個々のプログラムとの関係について明

らかにする必要がある。
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キャンプ参加i高齢者の不安を中心として

O中島'郎(国際武道大学)

篠間基行(国際武道大学)

キーワード : 高働者，キャンプ，意識，不安

|はじめに l
同際迎合では「高齢者 J を65歳以上、その闘の総人口に占める高齢者人口の割合が 7%

を越える祉会を「商船化社会 J と定義している。わが同は、高齢者人口が総人口の12.0%

を占め、 2025年には26.55%(3.76人に一人)に遣し世界一の水準に遣するという予測報告

も出されているように、歴史上かつて経験したことのない超高齢化位会へと向かつてあら

ゆる領域・分野での対応が必要とされている。

一方、こうした高働者対策の一貫としてのレクリエーション領域からのアプローチが各

方面において試みられているが、特にキャンプに焦点を当てた報告例は傾めて少ないのが

現状である.幼・青少年を中心としたキャンプ効果が科学的にも数多く立証されつつある

だげに、高働者に焦点を当てたキャンプについても今後更に検討してゆく必要があり、高

齢者問題の観点からも非常に意味があると思われる。

そこで本研究では、高働者がキャンプに対してどのような意識を持っているのかを特に

キャンプ参加への不安を中心として分析することにより、高齢者を対象としたキャンプを

今後実施してゆく J:での基礎資料を得ることを日的とする。

庄司
1)対象:千葉老人大学健康指導教室参加者 80名(男 38名，女 42名)

※統計上、参加者を 60~64 歳群 (2 6名:32.5%)、 65 ~ 6 9歳群 (38:r.
:47.5%)、 7 0歳以上群(16名:20.1%)に分類した。

2)期日:平成 2年 8月 9日(木)~ 1 0日(金) 1泊 2日

3)場所:千葉県立海上キャンプ場 (千葉県海上郡海上町岩井)

4)キャンプ概要:スタップは健康指導教室スタップを中心に構成され、参加者は男女混合

の 7~15 ?iの計 lOØE で構成された。キャンプは、野外炊事・テント泊を中心

とする原始的キャンプ(Primitive Ca圃 p) の形式で行なわれ、 _~l: なプログラムは、

ゲーム、フォーク・ダンス、レク・ダンス、キャンプ・ブアイヤー(キャンドル

.サービスを含む)等であった。

5)調査 }j法:オリエンテーシヨン時に、アンケート形式による質問紙法を実施

6)調資項目:件ー別、年齢、過去のキャンプ経験、キャンプへの興味度、キャンプ参加への

積極度、キャンプ参加への不安度、不安の具体的内容(身体而、精神師、坐活而、

人間関係師、その他)

※『不安の具体的内符」のみ記述式で回答を求め、他の項目は選択肢で問答を

求めた。

7)分析方法:第一次集計時各設聞の単純集計を整数及びパーセントで算出

第三次集計時各設問聞のクロス集計を整数及びパーセントで算出

区E
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1)キャンプ経験

全体では、 「生まれて初めての経験 J(4 3名:53.8%)が過半数を占め、次いで『ずっと

以前に何度か経験 J(2 5名:31. 3%) 、 『最近 10年以内に経験 J( 1 2:r.: 15.0%) の順と

なっていた。男女別では、 『生まれて初めての経験』の割合が女性ーでは 2/3強を占め、

男性の 2倍近くを占めていることが特徴となっている。年齢別では、何らかのキャンプ経

験のある者の割合が 70歳以上群で他とは逆に過半数を占めていることが日を引いた。

2)キャンプに対する興味度

全体では、興味派(rおおいに興味あり J + r興味のある五 J)が 56名 (70.1%)と大き

な割合をおめたのに対し、興味無派(rまったく興味なし J + r興味のない方 J)は 11名

(13.8%) であった。男女別では、男性の興味無派の割合が女性を大きく上回っていること

が特徴となっている。年前告別では、年紛が上がるに連れて興味派の割合が大きくなってい

ることが日を引いた。

3)キャンプ参加への積極度

全体では、績極派(rおおいに積機的 J + r積械的な方 J)が 46名(57.5%) と過半数を

占めたのに対し、消極派(rまったく消極的 J + r消極的な方 J)は 16名 (20.0%) であっ

た。年愉別では、 70歳以上群の積極派の割合が l/a強とかなり低い値になっているこ

とカf日を引いた。

4)キャンプ参加への不安度

全体では、不安派(rおおいに不安 J + r不安な方 J)の 2 "名 (30.1%)に対し、不安無

派(rまったく不安なし J + r不安ではない hJ )が-1:~名 (53.8%) と過半数を g片めた。 Yj

!dJIJでは、女性の方が全体的に不安度が高い傾向にあることが特徴となっている。年紛別

では、 70歳以上群で不安無派の割合が過半数をかなり下岡ったことが目を引いた。

5)不安のn体的内容

身体而では、血圧障害や限病、腰痛などの既往定状からくる不安が主流となっており、

体力や傷害についての不安は一つもあげられていなかった (20名:25.0%)。

精神面では、ただ視然としたキャンブ.への不安があげられていた (3名:3.8%)。

生活 1踊では、環境の変化やテント泊による寝不足への不安や、カロリーや味付付、好き

嫌いなどの食事に関する不安が主流となっていた (20名:25.0%)。

人間関係凶iでは、社交件ーのなきゃ人間関係が汚手などの自分間身に起悶する不安が1:流

となっていたが、老人には変わり者が多いから心配だという他者に起悶する不安もあげら

れていた (10名:12.5%)。

その他の不安では、暑さや害虫、救急施設而での不安があげられていた(6名:7. 5%)。

I*~cbl 
本報告で対象とした高険者は、老人大学健康指導教室への入学が認められたという時点

で既にある程度以上の健康を有しているということが前提となっており、これはキャンプ

参加条件の摘要な要素ともなっている。その意味でキャンプは、多様な状態にある高紛J守
の中の限られた屑に対してのものという限定を受げている。また今聞のキャンプでは、!}I

riijにある程度の人間関係ができているという前提条件も含まれている。その故今回得られ

た結果については、これらの前提条件を踏まえた上で検討してゆく必要があり、キャンプ

経験による高齢者への効巣を含めた総合的な研究に今後発展させてゆくつもりである。
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一一一一練習を支援するボランティアを中心に 一一一一

讃辺文治{神奈川県総合リハビリテーションセンタ一 七沢ライトホーム)

視覚障害者 盲人卓球 ボランティア

Lまじみち 6こ

近年、障害者のスポーツ・レクリエーシヨンが社会的に認められるようになり、視覚障

害者(以下視障者と略す)の間でもさまざまなスポーツが行なわれるようになった.特に

行人卓球(以下育卓と略す)は競技人口も多く定期的に練習を行なっているグループも多

い。視覚障害符が何らlかの活動を行なう際に老婆なのが晴眼者のボランティアである。百

I主の場合では視障者の移動や練習の相手、コーチなど晴眼者が必要になる場面は多い。し

かし、点訳()点字の本の製作など)や録音、誘導などのボランティアの養成は盛んに行な

われているがレクリエーシヨンやスポーツに関してはまだ不十分な状態である.今回神奈

川県内で行なわれている筒卓の状況を明らかにするために各練習グループへの参加者(視

陣者とボランティア)にたいしてアンケート調査を行なったのでその結果を報告する.

孟周至壬 σ〉椅真芸芸

調査時期

2 調査方法

3 調資対象

1 989年 1 1 月~ 1 2月

グループごとにアンケート問紙(墨字)を配布

G県内で練習をしているグループ @参加し Cいる視防行

@練習を手伝っている晴眼者、ボランティア

4 調査項日 一一一一調査の項目が多岐にわたるので今回の報告に関する項目のみ

①グループに対するもの{省略)~視障者に対するもの('tJ'峨)@ボランティア

に対するもの(性別、年令、居住地、臓業、年致、動機、ルール、練習相手等)

三u司翌壬系古身毛とコ考寄警

褒2 年代別書加者

晴眼書 領陣 者

性 男 女 針 男 女 計

10代 。 l 。 。 。
20代 2 。 2 I 。 l 

30代 3 2 5 2 3 5 

40代 。 12 12 9 6 15 

50代 l 13 14 14 8 22 

60ft 8 9 8 s 14 

70代 。 。 。 2 3 

80ft 。 。 。 。 I 1 

平均年令 39. 9 50. 6 48.8 54. 7 5"3. 2 53.8 

神奈川県内で定期的に宵卓の練習をしてい

るグループは 9つある。今岡のアンケートで

はとのうち 7つから問答を得た。表 1に問答

者数を示した。また、表 2に参加者を年代別

に示した。視障者・ボランティアともに女性

が多く特にボランティアでは 80%をこして

いる。年代を見るとどちらも 40~60 代の

参加者が多い。多数を占める女性の平均年齢

は視障者 53. 2、ボランティア 50. 尽と

なっている。全体の平均年備も高く盲卓は比

較的高齢者を中心とするスポーツであるとと

がわかる。なお、ボランティアの平均参加年

数は男 4. 6年、女 2. 6年、計 3. 0 年で

ある。男性は参加者は少ないが参加年数は長

い。女性は l年未満(7名)が多く参加年数

n
6
 

n
L
 



褒3 晴眼者の居住地

男 女 針

損須賀 2 8 10 

厚木 10 10 

.宣 7 7 

横浜 6 B 

相繍原 3 2 5 

続編 2 2 

-沢 2 2 

理子 l 

無
一
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4
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表5 附限者の参加の動機
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表白 どの程度ルールを知っているか

ルールについτ 男 女 計

よく知っている 5 2 7 

練習程度 2 26 28 

ほとんど知らない 。 4 4 

その他 。
不明 。 3 3 

表7 練習の相手ができるか

男 女 計

できる 5 16 21 

少しできる 2 18 20 

できない o l 

不明 o 

は少ない。

表 3にボランティアの居住地を示した.拠

点となる体育館や建物のある市の周辺が多く

練習が盛んな場所にはボランティアも多い.

表4に職業の有無を示した。視障者、ボラ

ンティアともに男性では有職者が多いが女性

には無職者が多い。

表 5にボランティアが盲卓に参加した動機

を示した。参加の理由は『頼まれて j という

回答が多く、 「その他Jのなかにも「ボラン

ティアをしていて jや「介助していて Jとい

う回答が 6名あった。これは地域のなかで日

常的に接触しているなかから協力者が生れて

くることを示していると考えられる。

表 6にボランティアがどの程度ルールを知

っているかについて示した.男性は 7 0 %が

よく知っていると答えているが女性では 5%

にすぎず、全体では 16%でしかない.ただ

し、練習の相手ができる程度には知っている

というのが 65%、女性では 72%で日常の

練習にはほとんどの人が不自由していない。

しかし、日常の練習の際に審判ができる程度

にはルールを学習する必要があるだろう。な

お、長期間関わりを持っている人にはルール

をよく知っている人が多いが長い人がかなら

ずしもよく知っているわけではない。

表 7に練習の相手ができるかどうかについ

て示した。細かなルールについては良くわか

らなくても何とか練習の相手はできるという

人が多い。

ま5オフりむこ

今回の調査で盲卓、特にボランティアの実態が明らかになった。視障者のスポーツには

卓球大会の開催、審判・コーチのできるボランティアの養成が重要である.神奈川県では

毎年身障スポーツ指導者養成の講習を行なっている。しかし、今岡の調査では実際に練宵

などの日常活動を支援喧るボランティアは地域や他のボランティア活動のなかから育って

いることを示している。養成講習をする際に考えなければならない問題である.

(参考文献〉

捜辺 他「中途視覚障害者の余暇時間j レクリエーション研究第 14号 198 5 

渡辺 他「神奈川県における盲人事球j 第 3回ロービジョン研究会 1 990 
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益三班歪竺詳王曹三/スラ=-2:".とし Tご旬〉土也土或主主字舌ゴミこイι
一山形・黒川能を支える人々の生活史研究をモデルとして一

キーワード:生涯学習・地域生活文化

1 . はじめに

梅津佳子(日本航空レジャーライフ研究所研究員)

人生80年時代を迎えて、「生涯学習Jr生涯学習社会Jという言葉がクローズアップされて

きている。これらの概念は従来の社会教育とどう違うのだろうか。これまで『生涯教育j

という概念が使われてきたが、生涯教育と生涯学習をどうとらえたらよいのだろうか。

従来の生涯教育は、学校教育+社会教育と考えられてきた.しかし、今日言われている

生涯学習は、これまでの生、佐教育と放の点で基本的に異なると考えられる。第 1に人生50

年時代は、労働に対応する能力開発に重点がおかれてきたが、これからは労働の能力開発

に加えて自由時間に対する能力開発も重要になってくる.次に人生80年時代においては、

労働時間は人生の 1割まで短縮し、自由裁量時聞は 3割まで拡大するといわれている。1)

生1百時間構造が変化してくると、これまでのリニア型のライフパターンからりカレント型

のライフパターンへの選考が強まってくる o 2)第3に、生活時間構造が変化してくると悶

民一人-人にとっても、仕事の能力開発に加えて自由時聞を充実して生きる能力開発が重

要になってくる。第4に、一般に自由時聞の過ごし方として、休息・休養型、気晴らし・

倶楽型、自己開発型があると言われているが、 3)れどのライフステージにおb‘ても、自己

開発型に対する国民のニーズが高まってきており、それに答える新しい学習支援システム

を整備することが急務となってきている。以上のような変化を捉えて、文部省は昭和63年

に社会教育局を生涯学習局に改め、明治以降からみると 3回目の大きな教育の輩新をはか

ろうとしている。 1)2)経済企画庁国民生活局 w人生80年時代における労働と余暇』

生涯学習社会に向けての生涯学習システムを整備するには、まず人生80年それぞれのラ

イフステージにおいて、自己開発をはかれるような支援システムを作ることである。そし

て、学校教育もその中に位置付けられるべきものであろう.従来の所与としての学校教育

に、公民館活動を中心とした社会教育を付け加え、それを生涯教育とするのではない.人

生80年全体の生涯学習支援システムが整備されるべきである.人生例年にわたってどのよ

うな生涯学習支援システムが望ましいのだろうか.今後この課題に向けていろいろな視点

からの調査研究が行なわれることになると思うが、私は日本的な生涯学習のあり方を探る

ために、 1つの事例研究から入ることにした 3)4)アリストテレス・ J.デュマズディエ

2 . 山形・黒川能の事例研究

山形県東田川郡櫛引町黒川は、山形県の日本海側に面する庄内平野の南部に位置する.

東に鳥海山、そして羽黒山・月山・湯殿山を合む出羽山脈に囲まれ、自然に恵まれた土地

である.また古くから都との交流が盛んであり、山岳宗教でも信仰の探い文化的な環境に

ある。その黒川は約 500年にわたって伝統芸能(黒川能)を伝承し続けている。黒川|能は

春日神社の宮座を兼ねた上座・下座、 2つの座の人々によって演じ継がれてきたものであ

る。彼等は専業能楽師ではない.農村の人々が氏神様である春日神社への信仰を支えに、

彼等の生活の中で伝えてきた地域生活文化である.現在では歳時季にあわせて年に 6回の

- 30-



横能が行なわれている。それは奉仕・奉納と、近郊地域の普及を目的としたものがある.

その中で最も重要な祭りは、 2月 1日から 2日〈旧正月〉にかけて行なわれる王祇祭りで

ある.春日神社からご神体の王祇様を 2つの座の当屋にそれぞれお迎えして、王祇様、当

屋の当人、村人が集まり、夜を徹して行なう祭りである.祭り独自の精進料理が用意され

酒を澱み交わしながら、能楽が演じられる.黒川は両座あわて 400番以上の横目を持って

いる.その中からその年の祭りの横目が選ぽれ、厳しい稽古の後に役者たちによって棋じ

られる.そして老若男女、すべての村の人々によって享受されるのである.王紙祭りの儀

式は、 1月3日の興行から始まる.しかし祭りの準備は、その年の王祇祭りがつつがなく

終わった翌 H、来年の当犀に引き継がれた時に、既に始まっているのである.山菜採り、

花作り、薪割り等、祭りの準備は 1年を通して行なわれるのである.

3 . 黒川の生活史から

出羽の国の人々の生活ほ、出羽三山の山岳信仰を抜きにしては考えられない.空梅によ

って真言宗が聞かれた羽黒山・月山・湯殿山の三山は、過去世、現世、未来世を救う仏様

の山である。我々は後悔に満ちた日常の生活を清算し、生まれ変わることができる。そん

な死と再生の山々である。出羽の国は、こうような神々に守られていた。そして人々の 1

年間のサイクルも、この山岳宗教の祭事にあわせてできていたのである.一方で出羽の国

が、庄内平野有数の穀倉地帯であったことを忘れてはならない.この経済的な豊かさが、

物質的なものばかりを求めるのではなく、より豊かな生活を送るためには文化の享受が大

切であることを受け入れるゆとりを生んだのである.

黒川は、この豊かな文化的背景、経続的基盤をもっ出羽三山のまさに懐に位置する地域

である。黒川能を伝承してきた地域の人々の心の中には、出羽三山の仏様(神々〉に支え

られているという思いがあるJこの宗教心の潜在的な支えが、能を 500年にわたって存続

させてきた原動力であったといえる。能を存続させてきたのは、地域の人々一人一人であ

る。 r能をやるj という事が地域のアイデンティティであり、自分自身のアイデンティテ

ィを確立するという事でもあるJ

さらに黒川の伝統芸能である f能楽』そのものに、深めていく価値がある.能の番組に

はそれぞれに人間味の込められたストーリーがある.能というフィクションの世界に身を

おき、その世界が深まると、人生における能の意味がわかってくる.また能を演じること

で、能の享受lま個人のレベルをこえて、村での共通の楽しみになっていくのであるJ

4. まとめ

王祇祭りは黒川における『ハレJの舞台である.この日のために『真面白』な日常の生

活に励む.そして日常から切り離された祭りの舞台で日々稽古を積んだ自分を出しきる.

それは仕事や学校で勉強をする日常の自分とは異なったもう一人の自分である.フィクシ

ョンの世界でさまざまな疑似体験をし、違った自分が引き出される.これが人間性を探め

る、人聞が全体に向かうということであろう.そして「もう一人の自分Jを開花させた思

いが、日常のあり方をも包み込む.それは自分自身にとっての価値ばかりでなく、地域全

体の支えにもなる.豊かな文化的背景、経済的基盤のもとに、村の人々が『能楽Jという

普遍的な価値に根ざした文化の世界の中で自己開発していく.このような地域生活文化こ

そが、これからの生涯学習社会に向けての支援システムのあり方の有効なモデルといえる

のではないだろうかo *印は、学会発表時に生活史の中から事例を紹介する.
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転換期における国民体育大会の

意義と役割に関する調査
一特に生涯スポーツの振興事業としての観点からー

O鴨井 啓(大竹総合科学専門学校)
原田宗彦(大阪体育大学)

生涯スポーツ スリム化 転換期
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研 究方法

本研究では、沖縄には郵送法による質問紙調査、京都並びに北海道には留置法による質

問紙調査を実施した。なお分析方法は調査データの性質上、複雑な解析を避け 2元クロス

表による団体の比較をおこなった。
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結果及ぴ考察

1 .サンプルの周性比較

r'l'純県及び京都府、そして北海道の有効標本数ならびに回収率は、それぞれ790部(73.1
%)577部(57.7%)936部(69.3わである。また回答者の現女比は、 3地域とも女性の割合が男

性の割合をやや上回っている。平均年齢に関しては、 3 地域ともサンプルを地元の ~I~ ・高
校生とその両親、あるいは家族に限定したため、平均年齢は非常に似かよっている、それ

ゆえ人口学的変数から見た場合、サンプルはかなり特質であると仮定することができる。

2.国体開催による成果

調査ではまず最初に、国体開催の成果として体育・スポーツ施設の整備について質11¥1を
試みた。

3団体における地域住民のでは、 N'側県・京都府では約 7制が「そう思う」と答えてい

るのに対して北海道は約 5割が「そう思う」と答えているのにとどまっている。実際京都

では、 250万人という人口に対して公共体育施設が 10ヶ所未満であったものが、今回の団

体を契機に全国でも「中の上J まで押し上げられた。また、京都と共にスポーツ施設が貧

困であった沖純も、施設設備費に 547億円を:l!1やしスポーツ施設を充実させた。これらに

対し北海道では96施設のうち、新設43、改修 8、残る 45施設は即設施設を使用した。

これらの数字は、それぞれの国体に使われた施設設備費に比例し、これらの補助に対す

る地域住民の意識の高さを物語っている。国体はスポーツ環境を充実させると共に、競技

レベルの向上に役立つことが知られている。各道府県の住民に対する競技レベル向上に関

する質問では「ぞう思う」と答えた住民は沖側 (71.2%)が京都 (51.9%)北海道(44.9引を大

きく上回っており、→巡目の最後である ~II' 純と京都・北海道における意識の差が明確になっ
た。

3.国体開催への批判

経費に関する a古見で(J:、それぞれが「そう思わない」という肯定的な窓見が「そう思う」

という否定的な意見を大きく上回っている。特に沖純県では、 「そう思わない」と答えた

人が全体の半数近くにのぼり、京都府・北海道に比べ、この大会の経費を費やすことにつ

いて、あえて否定しない人が多いことがわかった。ただ実際的な経費の{史われ方になると、

顕著な差があらわれる、例えば道路整備に関する意見であるが、県をあげて国体事業に取

り組んだ沖縄と、 「スリム国体」として経質の削減を目指した京都府、スリム化の定着を

目指した北海道の差が数字になってあらわれている。すなわち r'l'純では、回答者の77.2%
が道路が整備されたと感じており、京都では 57.4%、北海道ではさらに低く 29.2%にとどまっ

た。これらの数字は京都・北海道側の経費節減の努力がかなりよく住民に理解されている

様子がうかがえる。

4.生涯スポーツの振興

二巡目のトップであり新しい方向性を打ち出した京都国体は、一般市民を対象としたス

ポーツの普及と振興にも力を注いだ。

「自分自身スポーツに対する関心が高まった」という質問に対し、京都府民の40.9%が
「そう思う」と答えている。この数字はr'l'純の 13.0%に比べてかなり高〈、京都国体がス

ポーツ撮興にかなりの成果をあげている事実が明らかとなった。しかし、同様に生涯スポー

ツの振興を目標とした北海道は25.8%とれjl純は上回ったものの京都には全く及ばない数字

となった。これは、先にあったスポーツ施設に関連しているのではないか。

スポーツ振興に力を注いだ京都府と北海道を対象として「スポーツ・フォア・オール関

連用語に関する認知I吏J について質問を試みたがいずれの用語においても、認知l度の低さ

が目立つ。特に「社会体育 J については70%以上の住民が「生涯スポーツ」 についても京

都62.1%、北海道52.5自が「知らない」と答えており、特にスポーツ振興行政における広報

活動のたち週れが指摘される。国体直後でスポーツに対する関心が高まっている時JYIに、

集中的なプロモーシ aン活動を効率よく効果的に展開すれば、国体後のスポーツ参加を大

幅に {rllばすことが可能となると思われる。
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「歩くスキー jの概念の明確化に関する一考察
O 三浦 裕(北海道教育大学)

長屋 昭義(旭川大学女子短期大学部) 小河 幸次(北海道東海大学)

キーワード:歩くスキー、概念、内包、外延

[ 1.問題の所在および本稿の課題】

近年「歩くスキー J は手軽なスポーツとして普及してきている。この言葉は体育・スポ

}ツ用語辞典においては見あたらず、定義がなされていないため、現在のところテクニカ

ルタームとして確立されてはいない。このため「歩〈スキー j についての概念が不明確な

まま、 「歩くスキー」というスポーツ活動が展開されている一方で専門領域における研究

会}象ともされているのが現状である。 したがって今後の「歩くスキー」研究の方向を決定

する上で、 「歩〈スキー Jについての概念を明確にすることは必須かつ急務な課題である。

[ 2. 研究の目的】

ある概念が不明確な状況において、その概念を明らかにしようとする作業のもつ意味は、

唐木(スポーツの概念、不昧堂〉が述べるように、不明確な概念が用いられている現状の

批判・変革、科学的な認識の深化である。しかし、概念を明確化することのみにより、関

連する全ての問題が解決され得るわけではない。 これまでに「歩〈スキー JIζ 関しては、

いくつかの概念化が試みられているが、いまだ共通した認識はなされていない。このため

本稿においては、一連の「歩〈スキー」研究を進める上での一つの段階として、概念とい

う視点から分析し、 f歩くスキー」の概念の明確化を試みた。

[ 3. 研究の方法】

ある慨念を明確にする場合には、いくつかの方法が考えられるが、 「歩くスキ -Jの概

念が不明確な現状であるため、本研究では「歩くスキー j 自体の概念の内包と外延を明確

にする方法を用いた。概念(言葉の意味内容)は、内包(その概念の本質的諮特性の総体)

および外延(その適用範囲)で構成されている。本研究では r歩〈スキー」のとらえが記

述されている文献を基に、 「歩くスキー」の概念の内包・外延について分析・検討を行い、

理論枠としての概念化を試みた。対象とした文献は、歩〈スキー関連文献 143(1989年、北

海道体育学会)のうち、概念の明徳化に有効と思われる著書および報告書、自1・11である。

[ 4. 慨念の枠組みの設定】

「歩くスキー j についての明確な定義(概念の内包を明示的に規定すること)が存在し

ていない状況は、 この慨念の内包と外延とが未整理であることを示唆している。このため、

「歩くスキー」の概念の明確化を図るためには、ある枠組みをもって内包と外延を整理す

る必要性が生じる。そもそも概念とは、人々が存在対象をよりよく把握するために、主体

的に作り出す理想的モデルであり/その形成過程には明らかに後天的な学習経験が関与し

ている/したがって条件により同一慨念の内包は変化する(市井三郎、社会科学大事典、

鹿島研、 1970)。 このため本稿では「歩〈スキー」という言葉が提唱され始めた背景に存

在する思い(性質づけ)を内包の共通する理論的な枠組みとして設定した。今村(文献参

照)は、当時流行していたスキー現象を競技・技術偏重、環境偏向(時間・交通・場所)、

経済性などから、人々の環境生活に関係な〈存在している画一的なスキーとしてとらえた。

そしてこれらを背景(現状批判)として、冬の臼然的環境における主体的・自主的活動の

- 34-



場を過して、健康で豊かな人間生活を生活環境の中に求めようとする「歩くスキー(現状

変革) Jを理念型において提唱した。 したがって、 これらを整理すると内容的に重視する

ものの、内包の枠組みを大きく非競技性、日常性、経済性、環境、健康として設定するこ

とができる。なお、ここでは外延の枠組みを他の類似したスキーへの適用範囲とした。

[ 6. 結果と考察】

《内包) r速さを競うものでもないし、他人と競技するものでもない(対象文献 3.以下

問機 )Jなどに非競技性の観点をみることができる。これは競技との区別、あるいは競技性

の非存在や貧弱さの意味であり、 「歩くスキー」が競技を目的とする性質のスキ}ではな

いことを示唆している。日常性は「自分の生活の中で、いつでも、 どこでも、維でも手軽

にできる (3.) J ことを意味し、 「気楽に散歩にでるような気持ちで、雪の山野を散策する

スキー (8.) Jという文章がこれに相当する。この仲組みは、日常の生活環境に対応したス

キー形態を重視していると言えよう。 rアルペンスキー用具より値段はずっと安く・・・

リフト代もかからない (6.) J などは、他のスキー形態よりも「歩〈スキー」が経済性に優

れている点を指摘している。 この枠組みは一般市民への普及という観点においても重要な

点であると同時に、 「歩〈スキー」が機械力を利用しない自然という場でのスポ}ツであ

ることも意味している。環境は、 その言葉の意味する内容は広いが、 ここでは「いつ、誰

でも、 どこでもできる歩くスキーは、いわゆる明作られたスキー場、、などを必要としない

(3. ) J という文章にみられるように、主として自然環境・施設・交通・用具などを対象と

している。また「平地・丘陵など冬の自然の横の空間を利用するスキーである(II.)Jとい

うように、スポーツ空/111もこれに含まれる。健康而について端的に表現しているのは『主

として身体と精神を高揚させる健康分野のスキー (8.) Jという文章であり、またこれに加

えて社会的な固としては「グループや家族でも楽しめる (8.) Jなどを挙げることができる。

《外延) rスキーラングラウフなど、 まちまちの名称が使われているがそれらを総称して

歩くスキー(IO.)Jとその適用範囲の広い枠組みもあるが、 「ある目的を持ったそれぞれ異

なったスキーである(1. ) Jというように、 「歩〈スキー」と他の類似したスキーとは同ー

ではない、 とする枠組みをもつものが多い。 したがって全体的としては適用範囲が狭〈、

外延畳は少ないということになる。一般に内包が多くなると外延は少なくなる(前掲書)。

[ 6. まとめ】

以上のことから、 「歩くスキー Jの概念についてまとめると、 「歩くスキー」とは『い

つでも、 どこでも、だれでもが、手軽に、一人でもまた家族や友人などと一緒に、歩きや

すい安価な用具を用いて、 しかも他人とタイムを競わず、 自然と親しみながら体力の向上

や健康の維持、 さらに楽しみなど冬季の生活を豊かにするために、野外の雪上を歩いたり、

滑走したりする自己発見の身体文化である』、 ととらえることができょう。

E対象文献】 1.北海道教育大学旭川分校寒冷地体育研究会 歩くスキーの理論と実践

同研究会 1974. 2.北海道他 歩〈スキーガイド・ブック 同左 1976. 3.今村他 歩

くスキー 北海タイムス 1976. 4.丸山庄司 歩〈スキー入門 大修館 1979. 5.佐藤

隆他編 学校スキーの計画と指導 第一法規 1976. 6.浮田義巨 歩〈スキーのすすめ

どらねこ書房 1989. 7.ヨコヤマ・ノルディックスキー・スクール 歩 く ス キ ー 成 美 堂

1980. 8. (財)全日本スキー連盟 日本スキー教程 スキージャーナル 1986. 9.同左

日本スキー指導教本 1984. 10.同左 1987. 11.同左 スキーと安全 1987. 
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|B-2 I 
100キロハイクに関する石汗多宅

O佐藤初雄(国際自然大学校 N0 T S) 

困難体験・若者・高い完歩率

1.  ~まじ浸:> ~こ

近年、我が国では、マラソン・トライアスロン・バイアスロンなどの過酷なスポーツ

イベントが各地で開催されている。あまり一般的ではないが、その中に百キロハイクが

ある。私はとの 100キロハイクに 1986年に出会い、以来 5年間関わってきた。こ

の 100キロを歩く行為は、そう簡単に誰もかれもが完歩できることではない。にもか

かわらず、かなり多くの参加者が完歩している。そこで本研究は、との 100キロハイ

クに参加し、完歩する者の 100キロハイクのイメージやまた完歩するための条件など

を明確にすること。そしてさらに、 ζ の 100キロハイクが参加者に対して、どのよう

な影響を与えるのか、また、冒険教育のプログラムとしての可能性があるかを明らかに

するための基礎研究とするととを目的とする。

2.  1 0 0 どや℃ヨノ¥寸' タ7 ~ごーコし、ーて

100キロハイクは東京近郊周囲コースを 3-5名のグループで 24時聞を目安に完

歩するととを目的としている。毎年、事前に一回のオリエンテーションを行っている。

午前 9時頃スタートし、ゴールは翌朝から午後 2時頃までに全員が到着している。参加

者は途中、いくつかのチェックポイントで通過確認や、健康チェックを受け、食事や休

憩も各グループごとに適宜取り、ゴールを目指し歩く。

毎年 100名位の参加があり、 3年間の平均完歩率が 81. 2 %とかなり高い。所要時

聞は、一番早い者で 16時間 30分(平均時速毎時 6.01Km) 、遅い者で 29時間

5 5分(平均時速毎時 3.35Km) である.

3.  石汗多毛プゴ手去

本研究は、 198 1年より 1989年までの毎年 11月に行われた 100キロハイク

に参加した者(主に大学生) 3 4 1名を対象に、直前、直後に各々質問紙調査を行っ

た。

① 198 1年 11月 22日-23日 136名有効回収数 107(78.1%)

② 198 8年 11月 26日-21日 116名有効回収数

③ 1 989年 11月 25日-26日 9 9名有効回収数

98 (84.5%) 

96 (88.3%) 

4.  糸吉身毛と連喜子署警

100キロハイクに対する事前のイメージでは、とにかく素晴らしいごとなのだとい

う肯定的な考え方や協力ややる気といった積極的な姿勢が多いに見受けられる。同時

に、 100キロハイクは長く難しいことであるという認識も、強く持っている。 ζ の認

識は 100キロを完歩した後も、事前のイメージ通りであったようで、強く残ってい

る。

Fo 
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事前のイメージと事後のイメージの差で見てみると、実際の感覚として体を襲った痛

みが大きく伸びる。これは実体験として感じたことであり、① 100キロハイクがいか

に身体的苦痛を伴うものであるかがわかる。また、事後のイメージと事前、事後の差位

による項目の変化を見ると、事後のイメージの中で、長く難しいものであるという認識

はあるものの心の動きとしては、協力や思いやりを感じ、嬉しいという感動を体験して

いる。すなわち、② 100キロハイクの中の心のムーブメントは、確かに長く難しいも

のであるが、それをも上回る協力や、思いやりといった人的交流によって感動を得てい

くプログラムであることがわかる。

さて、 100キロハイクを完歩するのに影響を及ぼすしたものを聞いてみると、開く

ことに体力的なことよりも、意地や気力といった精神力の充実が必要であるととがわか

る。他にもグループで行動するため、仲間との協力やペース配分等も大きな要因となっ

ている。同時に、その 100キロハイクを運営するスタッフの力も大きな影響を及ぼし

ている。実際に 100キロ完歩するのに必要なととと思われる体力、天候、休息の取り

方、自分のペース等の具体的なものに関しては、それほど大きな影響を与えていないと

とがわかる。つまり、ごとでは体力的なことより、各個人の精神力の充実こそが完歩す

るための絶対条件であるととが判明した。

そ乙で、参加者に事前に、自分でどれくらい歩けるかと思うかという問いには、 3年

間の平均で 84. 4 %の人が完歩出来るという自信ある答えをしている。更になぜ歩け

ると思うかという問いでは、 3年間の平均で、実に、 35. 2 %の人が精神的に自信が

あると答え、 23. 3 %の人が精神的に体力的にもその両方に自信があると答えてい

る。体力的に自信のあると答えた者は 11. 3 %と意外と低いごとがわかる。とのこと

からも 100キロハイクの完歩は、マインドゲームと言われるように参加者の気の持ち

方が重要になるととがわかる。

実際に 100キロハイクを終えてどんなことに気付いたか聞いてみた。身体的には体

力があると思ったが、 31. 7 %逆にないと答えた者が 35. 5 %と、ほとんどが休力

についての解答であった。精神面については、強いが 26. 6 %逆に弱いが 12. 2 % 

そして気力が大切が 1O. 9 %となった。その他のととについては、他人のととを意識

した 1O. 6 %自己発見が 3. 8 %などがあった.

5. まと δb

今回の研究により、完歩するも者の多くが事前の 100キロハイクのイメージは肯定

的なイメージを持っている。しかし実際やってみると身体的な苦痛を一番感じている。

すばらしい、婚しい、協力的、思いやりのある等の精神的充実感も十分に感じているこ

とがわかった。また 100キロハイクを完歩するには、一見体力の強さが要求されるよ

うだが、実は精神的な強さが一番要求されるととであり、更に仲間との協力も重要であ

るととがわかった。現在のやり方で行う 100キロハイクは、スポーツ的な個人競技と

してではなくグループ活動における困難体験として、若者に何らかのインパクトを与え

るととがわかった。その意味においては官険教育プログラムとして十分効果があると考

えていいだろう。しかし今後は 100キロハイクが冒険教育的プログラムとして、どの

ような効果があるのかを更に明確にする必要があるだろう。
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|B-3 I 
ホノノ1-jl-マラソンヲ宅天E=者の t荷E!重喜 E司のうミトキ斤

一日本人完走者を対象としてー

O 松本 耕二(鹿屋体育大学大学院) 野川 春夫(鹿屋休育大学)

スポーツイベント ホノルルマラソン 完走者 満足要因

I.はじめに

近年、日本人の海外旅行者が増加し、また健康プームの影響を受けて市民マラソン大会

やトライアスロンといった海外へのスポーツイベントへの参加が増大してい否。その中で

今日、数多くの外国人参加者を集め、国際的なスポーツイベントとして成功した市民マラ

ソンのーっとして、ホノルルマラソンが挙げられよう。ホノルルマラソンではここ数年日

本人参加者の増加が顕著であり、 1987年の第15回大会以降では“外国人"であ石日本人が、

全参加者の過半数を占め~ようになった。
ホノルルマラソンについては、完走者のプロフィールに関する研究が山田らによってな

されてい~が、参加者が大会のどのような側面に満足しているかは明らかにされていない。
スポーツイベントの運営を活性化す吾ためには、参加者の満足要因を明らかにすることが

重要となってくる。

従って、本研究では、ホノルルマラソンの日本人完走者に対して、大会に対す忍満足要

因を明かにし、今後の大会運営に対する基礎資料を得号ことが目的であった。

ll. 研究方法

調査対象 1988年「第 16回ホノルルマラソンJおよび1989年「第 17閏ホノルルマラソンJ

における日本人完走者

調査時期 :第 1回調査 1988年12月11日 第2回調査 1989年12月10・11日
調査方法 :質問紙法

第 1回調査:現地の調査員に依頼して、ゴール付近のカビオラニ公圏内で、

日本人フルマラソン完走者を有意に抽出し調査用紙を配布して

その場で回答してもらい回収した。

第2回調査:第 1回目と同様にの方法で、大会当日と翌日の記録発表式の時

に調査用紙を配布し、その場で回答してもらい回収した。

サンプル数:第 1回調査 195名 第2回調査 101名

皿.結果

1.サンプルの慨要

今回のサンプルは、男性(1988年 77.9%、 1989年 73.1%)、女性 (1988年 22.1%、1989

年 26.9%)であり、男性と女性の比率は1988年、 1989年ともおよそ 3対 1の割合で男性の

方が多かった。年齢は、 1988年は、 20代が最も多く (38.5%)ついで30代、 40代、 50歳以上

そして10代の11/買であった。 1989年では、 20代 (40.6%)が1988年と同様に最も多く、ついで

10代、 30代、 40代、 50歳以上の 11聞であった。また職業別にみ~と、会社員 (1988年 49.0%、
1989年 37.0%)が最も多く、ついで学生 (1988年 19.8%、 1989年 34.0%)で、 1988年、 19

89年とも全体の 3分の 2以上を占めていた。

ホノルルマラソン参加回数は、初参加者(1988年 86.6%、1989年 85.9%)が8割以上を

占め、 2回目(1988年 7.7%、 1989年 9.1%)、 3回以上 (1988年 5.5%、 1989年 5.0%)と

す忍者は非常に少なかった。また、過半数の参加者 (1988年 56.2%、 1989年引.6%)がフ

ルマラソンの初体験者であった。
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2. 完走者の大会に対する満足度

ホノルルマラソニ/の大会に対する満足度は、 1988年、 1!)幼年とも全体的に非常に高いこ

とがわかった。 r運営全体」においては、 「非常に満足」の回答が71.2%(1988)、72.:3

% (198的、 「満足」は、 22.5%(1988)、25.7%(1H89)と全体の 9割以上が大会運営

に満足であった。また「レース日程J r参加費J rマラソンコース J rボランチィアの対

応J r参加賞」の 5要因においても、 「非常に満足J r満足Jの回答が1888年、 198!)年と

も8剖そ越え、中でも「ボランチィアの対応Jについては「非常に満足」の回答が、 88.0

% (1!)88)、86.1 % (1 !J8!))と最も高い!直を示した。

一方、全体的に満足度が高い中で、 「前夜祭(1988)Jと「簡易ト fレの数と場所(I!J 

sS) (198B) J の満足度は約 6~IJ であり、他の要因に比べこの 2 項目においては余り高く
なかった。また本調査では、完走者のホノルルマラソン参加回数およびフルマラソン経験

と大会に対する満足度との間には、 「前夜祭 (1988)J (p<.05)の他に育窓な差は認めら

れなかった。

IV. 要約

(1)完走者のホノルルマラソン全体に対する満足度は、 1988年、 199!)年ともに非常に高い

傾向を示した。

(2) rレース日程J r参加費J rマラソンコースJ rボランディアの対応J r参加賞J r 
運営全体」の 6つの要因は、 1988年、 1989年とも満足度が高く、特に「ボランディア

の対応」には、両年とも「非常に満足Jの割合が高い傾向がみられた。

(3) r前夜祭J r簡易トイレの数と場所Jは他の要因に比べ満足度が低く、特に「簡易ト

イレの数と場所」は 1988年、 1989年とも満足度の低い傾向がみられた。

(4)大会に対する満足度とホノルルマラソン参加回数およびフルマラソン経験との関連は

ほとんど認められなかった。

友1.サンプルの属性 表2.サンプルの大会に対する満足度

1988年 】989年 非常に 非常に

満足 満足 不満足 不満足
性別 男性 77 .!l %(n=152) 73.1 %(n= 0'8) 

女性 22.1 %(n= 43) 26.9 %(n= 25) レース日程 切 .2% 26.2 % 1M  % 3.1 % 
76.8 % 15.2 % 5.1 % 1.0 % 

年齢 10代 4.6 %(n= 9) 34.7 %(n= 35) 
20代 38.5 %(n= 75) 40.6 %(n= 41) 参加賀 54.2 % 34.2 % 10.0 % 1.6 % 
30代 22. I %(n= 43) 10.9 %(n= 11) 53.5 % 33.7 % 12.9 % 0.0 % 
40代 19.5 %(n= 38) 6.9 %(n= 7) 
50歳以上 15.4 %(n= 30) 6.9 %(n= 7) 前夜祭 24.1 % 31.6 % 32.8 % 11.5 % 

35.1 % 45.7 % 18.1 % 1.1 % 
職業 会社員 49.0 %(n= 94) 37.0 %(n= 37) 

学生 19.8 %(n= 38) 34.0 %(n= 34) マラソンコース ω.6% 24.6 % 2.6 % 3.1 % 
公務員 11.5 %(n= 22) 7.0 %(n= 7) 69.3 % 21.8 % 8.9 % 0.0 % 
自営業 6.8 %(n= 13) 3.0 %(n= 3) 
その他 12.9 %(n= 25) 19.0 %(n= 19) 簡易トイレ 27.2 % 33.0 % 31.9 % 7.9 % 

の数と場所 30.7 % 24.8 % 28.7 % 15.8 % 
ホノルルマラソン参加回数

初参加 86.6 %(n=I68) 85.9 %(n= 85) ボランチィア 88.0 % 7.3 % 2.1 % 2.6% 
2回目 7.7%(n=15) 9.1 %(n= 9) の対応 86.1 % ¥0.9 % 3.0 % 0.0 % 
3回以上 5.5 %(n= 11) 5.0 %(n= 5) 

参加賞 45.5 % 43.3 % 9.6% 1.6 % 
フルマラソン経験 ω.3% 26.7 % 3.0 % 1.0 % 

1回目 56.2 %(n=109) 61.6 %(n= 61) 
2回目 12.9 %(n= 25) 11.1 %(n= 11) 運営全体 71.2 % 22.5 % 4.2 % 2.1 % 
3回目 10.3 %(n= 20) 7.1 %(n= 7) η.3% 25.7 % 2.0 % 0.0 % 
4回以上 20.3 %(n= 40) 20.0 %(n= 20) 

注)上段 1988年下段 1989年
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主也 1或におけるスポーツイ~ントの研究( 1 ) 

一 菜の花マラソン完走者の満足要因の分析 一

O野川春夫 菊池秀夫(腐屋体育大学) 山口泰雄(神戸大学) 長。原誠(腐屋体育大学)

地域活性化 スポーツイベント 完走者 大会運営 満足度

1.緒言

数多くのスポーツイベントが、地域の活性化や企業のイメージの変革、まちづくり、村

起こしあるいは健康哨進などの目的で、日本の全国各地で日常茶飯事のように行われてい

る.地域活性化と市民の健康増進を目的とするスポーツイベントの中において、市民マラ

ソン大会は最も普及 Lた身近なスポーツイベントといえよう。

市民マラソンに関する研究は、中高年齢者のランニングの意識の変化(林ら 1983)、

ランナーの月間走行距厳とパフォーマンスの関連(有吉ら 1984)、大会参加者が恒常的

に参加する要因の弁別(山下ら 1984)、海外スポーツイベントに参加した日本人ランナ

ーの参加意識と属性をアメリカ人ランナーとの比較研究(山田ら:1988)などがある。しか

しながら、年々スポーツイベントが盛んになる中で参加者がイベントのどの側面にどの程

度満足しているのかを明らかにした実証的な研究はほとんど行われていない。

従って本研究の目的は、鹿児島県内において地域活性化に成功している代表的な“指摘

菜の花マラソン"を対象にして、マラソン完走者の大会における満足要因を明らかにする

ことによって、今後の大会運営に有益な基礎資料を得ることであった。

2. 研 究 方 法

1 )サンプル: “指宿菜の花マラソン"フルマラソンの都の完走者 509名

2 )調査場所:鹿児島県指宿市総合運動公園

3 )調査期日 1989年 1月 8日(日) 9:00~1 与: 0 0 (第 1回)及び

1 990年 1月 14 日(日 )9:00~15:00( 第 2 回)の 2 回

4 )調査方法:フルマラソンの完走者ラ o9名(第 1回 300名、第 2回 209名)

を菜の花マラソンのゴール地点において有意に抽出し、質問票を持った

1 5名の調査員が完走者に約 1ラ分聞の直接面接を実施した(有効回収

率 100% ) 

5 )調査内容:サンプルの個人的属性、運動習慣、成殺に対する満足度、参加のきっか

け、大会の運営に対する満足度、及び本大会への再参加の希望。なお、

大会の運営に対する満足度、及び本大会への再参加の希望に関する項目

の測定はLike rt血 scaletypeの4段階評定を採用した。

6 )分析方法:収集したデータは項目別に単純集計を行い、主な項目を年度別、参加回

数別、及び居住地別(鹿児島県内 vs鹿児島県外)にクロス集計を行った.

3. 結果の概要

本調査では、自己の成績に対して『非常に満足 Jと答えたサンプルは少なかったが、過

半数以上のサンプル(1989年 :60%，1990年:72% )が自分の成繍に満足していた。成織に対

する満足度は参加回数が増すにつれて低くなる傾向がみられた。また、鹿児島県内からの
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参加者は蝿児島県外の参加者に比べて成織に対する不満足感が高かった.

菜の花マラソンの大会運営に対する総休的な満足度は、 1989年・ 1990年のサンプルとも

高かった・しかし、大会運営を 6つの側聞から検討したところ本サンプルの 90%以上が

I31f弓ンティアの対応 j 満足しており、スポーツイベントに占めるボランティアの重要性

が心る}岡 1) .また、 『参加賞 J r大会のスケジュール(スタート時間等) Jにもサ

ンプルの参加回数や居住地に関係なく満足度が高かった.

これに対してサンプルは「トイレの殺置場所と数』及び『マラソンコース』に不満を持

っており、特に 1990年の fトイレの設置場所と数 Jに対する不満感は 1989年とは逆にサン

プルの過半数を占め、マラソンの参加回数の多少にかかわらず不評であった.さらに、ラ

ンナーの成繍に直接関係する『マラソンコース j については、参加回数が多いサンプル日

ど不満!惑が強い傾向がみられた.

4. 要 約
1) rボランティアの対応 Jが参加者に高い満足感を与え、スポーツイベントに重要な位

iJを占めていることから、今後もボランティアの費と量の雑持・向上が必要となる.

2) rトイレの設置場所と数 Jに対する不満が最も高いことから、参加者に分かりやすい

場所にトイレを設置 Lたり、参加者数とトイレの数の比率を見直し、参加者数にあっ

た簡易トイレを用意する必要がある.

3) rマラソンコース j は、ランニングタイムに直接膨響を及ぼすことから、現状のコー

スの起伏や複雑さなどを再検討し、参加者が走りやすいコースを設定する必要がある.

o 50 100(X) 
一一1(--，ー十一.-，-，一一.-，一「

大会運営全休

lJ{ヲンディアの対応

1'-加賀

大会 υIJIJIltll U 

大会!JJスケジ:t-，1- • 1 9 U 9 ff. 

マラソンコース 口
1 9 9 0 ff. 

トイレ OJ股慣t鋼所と敵

図1. サンプルの満足度〈年度別〉
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封邑老実に志云けるスオ~一一ツイ Jてント司〉砂子安l! (2.) 

ーポランテイアの継続意欲を規定する要因の分析一

O 長ヶ原 誠(鹿屋体育大学) 山口 泰雄(神戸大学)

野川春夫(腐屋体育大学) 菊池 秀夫(鹿屋体育大学)

スポ}ツイベント 地域活性化 ボランテイア 継続意徴

1.緒言

現在、地域活性化を目的とした各種イベントが全国各地において盛んに開催されている。

(財)地域活性化センターが行った調査(1989)によると、平成元年の10月から翌年の 3
月にかけて開催予定であった全国の地域イベント総数は 5，243件に上り、対前年同期比で

見ると29.8%の増加率であることが報告されている。しかしながら、地域イベントはこの

ような増加傾向を示している一方で、内容的には一過性、画一性、他カ依存性、あるいは

ハード先行性などに代表される問題点が指摘されるようになってきた。

本来、地域活性化には、明確な長期的ビジョンを掲げた地域づくりに示される恒常的性

質と、地域住民の協力体制や積極的な地域活動に見られる内発的性質が望まれる。このよ

うな意味から地域活性化を目的とした地域イベントにおいても、開催の定着に加えて地域

住民による継続的かつ直接的参入が不可欠となり、特に大会運営に強い影響を及ぼすボラ

ンティア活動とその活動継続性が重要な意味を持つものと考えられる。

わが国のスポーツ・レジャーに関する研究領域について見てみると、地域イベントの運

営に携わるボランテイアを対象とした研究は最近になってようやく行われるようになって

きた。この中でもボランティアの活動満足と継続意徴との関連を、初参加者と活動継続者

において比較分析を行った綿ら(1989)による研究報告や、ボランテイア活動の継続意欲

を説明する因果関係モデルを設定し、パス解析によりモデルの妥当性を実証した山口ら(

1989)の研究成果は、内発的あるいは恒常的な地域イベントを支えるボランテイアの継続

性を考える上で重要な示唆を与えてくれる。

本研究では以上のような社会的背景と研究知見を踏まえ、地域のスポーツイベントにお

けるポランテイア活動の継続意欲を規定する要闘を明らかにすることを目的とした。

2.研究の方法

①調査方法

1990年度に開催された『指宿・菜の花マラソン大会j の運営に携わるボランティアを対

象として、インタビュー法による質問紙調査を実施した。調査期日は同年の 1月14日であ

り、回収した結果、サンプル数は男性が64(34.4%)、女性が 122(65.6%)、計 186と

なった。

(畳分析方法

ボランチイア活動の継続意欲を規定している要因を明らかにするために、はじめに継続

意欲を従属変数として、計23個の独立変数に対しピアソンの相関分析を行った。この結果、

5%レベルで有意性が認められた変数だけを抽出し、このうち内部相聞の高い変数は合成

を行いながら最終的に 7つの独立変数を設定した (Table-l参照)。さらに、抽出された

7つの独立変数に対し、継続意欲を従属変数として重回帰分析 (simultaneousmodel) を

行い、重相関係数、決定係数、槙準偏回帰偶数を算出し、ボランテイア活動の継続意欲に

対する変数の規定力を分析・検討した。
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3.結果および考察

Table-2は、重回帰分析により標機偏回帰係数の高かった独立変数を!慣に列挙したもの

である。分析の結果、個人的ボランテイア動機は社会的ポランテイア動機よりも継続意散

に対して強い規定カを示した。つまり、選手や大会運営、地域活性化への貢献などの社会

的関心によるボランテイア動機よりも、ボランティア活動やスポ}ツへの興味などの個人

的関心によるボランテイア動機が強い者ほど、継続意徴も高くなる傾向が見られた。これ

は、達成動機よりもボランティア動機が継続意欲に対して直接的に強い規定カを持ってい

るとした、山口ら(1989)の研究結果と同様の傾向を示すものである。また対象者の特性

として、年齢が高く、ボランテイア経験がある者ほど継続意徴が高いという傾向が明らか

となったが、これはその一方で、若年層や初参加者の継続意徴がかなり低いという今後考

慮すべき重要な問題性を示唆するものでもある。また、遇動・スポーツ実施顔度が高い者

は、ボランテイア継続意徴も高い傾向を示しており、これは前述した通り、個人的ボラン

ティア動機においてスポーツへの興味が強い者の継続意欲が高いといった本研究の結果を

裏付けるものであろう。概して、今後のスポーツイベントにおけるボランテイアの継続性

を高めるには、特に若年層や初参加者に対して、ボランテイア活動が自己にいかなる意味

と価値をもたらすのかという個人的動機を高めることに注目する必要があると思われる。

T..I>I，，-[ 孤立慶般のII!PJl 

J~l 古変数

作目骨

買動・スポーツ実施頻度

ボランテイア線機

側人的ボランテイア動機

社会的ポランテ fア働側

偶人的両市助満足

対人的所動満足

様作定義

対象者の年鵬

n慣の週動やスポーツ活動の実施剣度 (4段階尺度)

木大会におけるボランテイア愈加1司歎

(ダミ-~歎1.リピーター O.初審加者)

ボランテイアm動やスポ}ツへの興味などの偶人的関心

によるボランティア鋤織

(1¥段階尺rt:2項nによる合成礎教) 11 

ilJ手、大会遭営.地続活性化への買献などの社会的関心

によるボランテイア動機

(4 RH脅尺rt:3 項目による合成~l\:) 1 I 

俊樹の遣成感や邦日常f'tの縄得などの.

ボランティア荷動による偶人的澗足度

(4J.'1Il'I尺度 2項同による合成変歎) " 

選手に対する買献や他のポ号ンテイアとの突測などの

ポランチイア前噺による対人的な活動調足度

(4段P'/I/ot:2項阿による合成疲歎) 11 

"科項目の合計得点による総和 I~慨を適用した.

Table-2 ボランテイア活動の継続怠微を総定する要凶

独立変数

倒人的ボランティア動償

年鵬

週動・スポーツ実施頻度

ボランテイア経験

対人的活動綱足

社会的ボランテイ 7動機

個人的活動満足

重相関係数

決定係数

N 

保明白舗l司鮒係数

198・
1 7 1・
[ 66 • 
156・
[ 45 
054 
019 

. 498 
248 
186 

単相関係数

332 ・・
277 ・・
[ 9 8 ・・
253 .. 

297 ・・
286 ・・
229・s

• P<. 05 •• P<. 01 
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地域におけるスポーツイベントの研究(:3 ) 

一地域ビジネスとの関連から

O菊池秀夫(鹿屋体育大学}

野川春夫(腐屋体育大学) 山口泰雄(神戸大学) 長テ原誠(鹿屋体育大学)

スポーツイベント 地域活性化 地域ビジネス 経営者 マネジメント

1 .繍雷

'イベントの時代"という言葉も聞かれるが、まさに日本列島はイベントラッシュであ

る.これらのイベントは、国際的なものからローカルなものに至るまで内容・規模とも突

に様々であるが、その数は過去ち年間で約 2倍になったとも言われている.このような状

況の中で、地域で行われるスポーツイベントも益々盛んになりつつある。

こうした今日のスポーツイベントの隆盛は、折りからの健康やスポーツに対する人々の

意識の高まりによるところもあるが、それ以上に一般のイベント同様、イベント自体がも

たらすところの地域への彬響・効果そしてその期待によるところが大きいといわれる.し

かしながら、地域で開憶されるスポーツイベントに関して、実際に地域にどの様な影響・

効果がもたらされているかについての実証的な報告は未だに少ないのが現状である.した

がって、その実蝦はよく知られていない.イベントを真に地繊の発展や桶祉のため役立て

ていこうとするマネジメントの立場に立つならば、イベント開催の実態の更なる理解の必

要性は言うに待たない.その意味で、実証的データの-JIfの蓄積は不可欠と言えよう.そ

こで本研究では、地域スポーツイベントのひとつとして鹿児島県指摘市で開催されている

"指宿菜の花マラソン大会"を事例とし、本大会と地域との結びつきについて、その実態

を明らかにしようとするものである.

特に、本研究の目的は、 199 0年指宿菜の花マラソン大会(以下・大会・と略す)につ

いて、その地域ビジネスへの影響・効果をビジネス経営者サイドから把揮すると共に、緩

営者サイドの大会への期待、関心度を明らかにすることにより、スポーツイベントと地域

ビジネスとの結びつきについて実証的に記述することである.

2. 研究方法

調査対象:鹿児島県指宿市における地域ビジネス経営者(飲食底・物産脂・宿泊業). 

指宿地区の最新の電話帳及び市街地住宅・脂綿地図をもとに220底舗をリスト

アップ、これらの盾舗の経営者220名を対象とした.

調査期間 1990年 1月 16日---26日(1月 14日が大会当日). 

調査方法:郵送による質問紙調査.有効回収標本散は 118、有効回収率は53.6%であった.

調査内容:大会時の売上げの変化(普段の週末と前年度比較)、大会への関心度、大会

運営に関する要望、総統願望等.

分析方法:単純集計による記述統計およびクロス分析によった。

3. 主な結果と考察

有効回収徳本118の内訳は飲食庖67、物産盾 13、宿泊業38で、それぞれ56.U、11.1賞、
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32.5置を占めていた.データの分析は、基本的にこの 3つの業種目IJに行っている.

売上げについて:大会の開催された週末(大会前日、当日、翌日の 3日間)と普段の週

末の売り上げとの比較では、物産府、宿泊業で売上げ向上がみられたが、飲食腐では 3日

聞を通じてほとんど普段と変わらなかった(図 1参照).特に宿泊業での大会当日の売上

げ向上や物産庖での 3日聞にわたる向上は、大会翌日が休日であった放に参加者等の中に

は滞在を 1日のばす人も少なくなかった為と考えられる.また前年大会との比較では、宿

泊業、物産屈で売上げ向上がみられたところが多く、両者とも約40%が向上したと報告して

いる.これも大会翌日が休日であったことによるところが大きいと推測される.飲食応に

関しては、前年比でもそれ程の向上はみられていない.いずれにせよ、売上げに関しては、

主に宿泊棄と物産応が大会からの直接的なj恩恵を得ていると理解することができょう.

大会への関心度について:経営者サイドの大会への関心度を、客数の増加、売上げの向

上、指宿のイメージアップ、指宿の知名度の向上という 4点から探ってみた.まず客数の

増加に関しては物産応、宿泊業でそれぞれ83%. 91%が関心ありと回答し、問機な関心を約

半数 (50.8%)のものしか示していない飲食庖を大きく上回る結果となった.売上げの向上

についての関心も、ほとんど問機の結果が得られている.これらの結果は、先にみた実際

の売上げに関する経営者の評価と大きく関連しているといえよう.次に指備のイメージア

ップ、知名度の向上についてみてみると、いずれの業種も 90%以上(物産脂においては100

%)が肯定的な関心を示し、飲食腐、物産腐、宿泊業の業種を問わず高い関心を持っている

ことが明らかになった.集客や売上げの面で大会の直接的な恩恵を被ることの少ない飲食

腐経営者も、指摘のイメージアップや知名度の向上という地域の活性化につながる大会の

影響・効果というものに関しては、かなりの期待を抱いているものと言うことができょう。

発表当日には、以上のような結果と配布資料を基に、より詳細な研究報告をする.

図 1.大会による売上げの変化:普段の週末との比較一前日・当日・翌日一
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短足メ、男 'f生 のライフステージから見，た

レ ジ . ャ 一 一 ・ ライフスタイノレ

O川西 正志、菊池 秀夫(鹿屋体育大学)

北村 尚浩(鹿屋体育大学大学院)、江橋 慎四郎(中京大学体育学部)

レジャー・ライフスタイル、 ライフステージ、成人男性

1.緒言
わが国では、今日の余暇時代と高齢化社会への突入に際して、人々の生涯にわたる学習

やレジャーの推進とそのための条件整備が急務となっている。最近ではそうした動きは、

すでに全国の地方公共団体の下で、生涯学習・レジャーの推進の為のソフト・ハード両面
の開発が展開されつつある。昭和 62年経演企画庁からは、生涯レジャー学習なる調査報

告書が発行され、その中で生涯学習カリキュラムにおけるレジャー教育の必要性と休系的

枠組みが紹介され、 さらにレジャーへの態度や習慣を育成する為の学習プロセスが紹介さ
れている。また、カナダのオンタリオ州からは、人々のレジャーに対する意識、価値、態

度、習慣等を核としたレジャー・ライフスタイル(以下 rL L S Jと略す)の育成の手引

き書を発行し このことは生涯レジャー推進には LLS育成の為の教育プログラムの充実
が重要であることを示唆しているといえよう。

LLSなどのライフスタイルに関した概念やそれについての研究は、多くはマーケティ

ングの分野で取り扱われてきた研究手法で、最近では、 レジャーやスポーツの行動科学的

研究や社会学的研究の中でも応用されつつある。

2. 目的

本研究では、成人男性の年齢を中心にした各ライフステージ別のレジャー・ライフスタ

イル特性を明かにすることを目的とする。

3. 方法

1 )調査方法
本研究での調査対象は、東京都に本社を置く機械製造・販売とレジャーサービス業を

営む M社の 20歳以上の男性社員 1183名で、所定の調査用紙を用いて 1989年 8
月から 9月にかけ、本社からの郵送法によって実施された。有効回収率は 4ラ. 4 %で
あった。

2 )分析方法

LLS項目の数量化については、 「あてはまる j から「あてはまらない」のヲ段階測

定11慣に、それぞれちから 1の得点を与えた間隔尺度として測定された。 LLS項目の分

析では構造を把握するために、因子分析を用いて因子の抽出を行った。因子の抽出にあ
たっては主因子法を、因子軸の回転にはパリマックス直交回転をそれぞれ用いた。次に、

ライフステージによる比較は、 まず中年前・後期(3ラ歳を基準)について、次に 20 
歳代から 50歳代以上の 4ステージ別に因子得点の平均値を t検定ならびに F検定を行
った。

4. 結果及び考察

3 5項目のしし Sを因子分析 Lた結果、表 1に示すような次の 8因子が抽出され、各々
『参加意欲 J 情報の収集 J 価値認知 J r環境条件興味内容健康・体力志向 J

「参加抑制 J r経漬性」の因子と命名された。 3ラ歳を基準とした中年前・後期における

ライフステージでは、因子得点に有意な差が見られたのは、参加意欲、健康・体力志向、

参加抑制、情報の収集の 4因子であった。 これは、中年前期においては、 レジャーに対す

る参加意欲や情報収集が、逆に中年後期においては、健康・体力志向や仕事や家庭環境に
よるレジャーへの参加抑制に関する態度や意識が高くなる傾向を示しているようである。
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表. 1 レジャー ライフスタイル伐峰子分析結県

パリマックス回転1lQ.正母子負荷畳
Cro帥bach's

レジャーライフスタイル項目{費激} 寄与率(累積寄与串) Fl F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 α値

IレジャJ 、の糊慮欲1 21.7 (21.7) .86 

レジャー活動によって自分の行動臨闘を広げたいk思っている・. .83 .10 . ¥3 -.03 .14 .07 -.04 .06 

レジャー活動によ常己っ生て開活発日常のに生役中活に立に多て変たく取い化を与えたいと思っている・ . 
.82 .10 .11 -.02 . 11 -.05 -. 15 .10 

レジャー活動を日 り入れたいと思ゥている・・ 74 .¥3 .21 .05 .12 .06 -.10 .00 
レジャー活動を自 と思っている・ .70 .02 .22 .02 .32 .07 .01 .06 
レジャー活動をこれからの人生に役立てたいと思っている・. .ω .06 .23 .07 .21 .12 -.03 .02 
自由な時伺が唱えたらもっとレジャー活動を行いたいと考えている .51 .23 .30 -.00 -防 .02 -.25 10 

【レジャ→育織の収集1 11.6 (33.3) 86 

レジャーに関する情報や資料を収集している・.. . . . . . . . . .12 .81 .07 10 .¥3 .06 .11 .01 
レジャーに測する情本や糊様を提誌供をしてくれる樋所を知っている・・・・・ .05 .77 .12 24 .09 .12 .03 -.05 
レジャーに附する よく続んでいる・・・・・・・・・・..20 .76 .01 -.04 .09 18 .05 -.06 

レジャーに衡する情報にを鍵興供味して〈れる場所市場近にある・・・・・ -.01 .73 .05 .30 .06 .10 .10 -.01 
レジャーに関する情報 ・鴨心がある・・・・・・ ・・・・・ .34 .55 .14 .05 .22 .19 -.14 12 

I レジャーの傭Wll~知1 5.809.2) . 8~ 

レジャー-一泊t沼爵動蹴鰍はまま身輔日体常神の衝生向の活上向のに上中役にて彊役立つ要立っなと思こと思っとてだっていと考h る、 ・・・・・・・・・.16 
05 トけlしJ?錫，引!I 飽 m 

.14 -.06 ¥3 
レジャ る・・・・・・・・ .21 .06 1 . 79 1 -.03 . 17 .06 -.09 03 
レジャ えている・・・・・ .26 .08 1 .73 1 -. 03 .01 .03 -.16 .12 

レジャー活鰍ま祉会を発展させるものだと考えている・・・・ ・..27 .(地 .17 -.01 .05 -.04 -.03 

【レジャー環境条件} 5.3 (44.5) .85 

レジャーf自動の手助けとなるよい指導者古e身近にいる・・・・・・・ .01 .23 町向 M
.¥0 .03 一.06

レジャー泊動の手助けとなるよいプログラムが身近にある・・・・ -.01 .26 .01 1.82 1 .09 .02 .09 -. ¥3 

レジャー活動をするのによい施設が身近にある・・・・ -・・・・ .04 .03 .00 1.81 1 .12 .12 -.OZ 。l
Iレジャー活動ハの興味内容1 4.8 (49.3) .78 

81)1悌守的醐に興蜘gある・・・・・・・・・・・・ -・・・・・ 19 .15 .06 
0・!1iti?77m刊同m1l l 0 1 m ・3担社面会積や、人妓の術た品浮めべになる活る動活蜘に興こ味興味があがある・ ・・・・ ・・ ・・ー . .11 05 .11 .04 1 .74 1 .05 -.01 .111 

る . . .・・・・・ ・・ .11 06 .03 .09 1 .73 1 .15 . 15 -.03 
/IJ側づくりに役立つ活動に興味がある・ ・・・・・・・・ ・・ .38 16 .05 .01 1 .581 .09 ー.07 .0品

【レジャーへの健康・体力志向1 4.5 (雪3.8) .77 

健康の保持噌過に心がけている・・・・・・・・・ . . . . . . .10 .側 .10 
例 ¥ 3 ト1:山-mm6・I例 m体力づくりに心がけている・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・.¥3 .16 .04 .05 .11 1.80 1 .03 .02 

規則正しL法活をしていると思っている・・・・・・・ ・・・・・ -.07 .ω .03 .06 .05 1.66 1 .01 -.09 
自分d海齢、体力にあったレジャー活動を行っている・.. . . . . .19 .37 .12 .19 -.10 1.56 1-.04 .06 

Iレジャーへの書割前晦111 4.3 (切t) 611 

レジャー活動を行うことは自分の年齢、体力に適していない・・・・ヘ 14 -.01 -.14 -.03 -.01 .ω .74 一.ω
病気ヰ樽嘗を持っているので自分にレジャー泌鰍ま遣さない・ ω .04 -.¥3 .04 -.02 .ω 73 04 
レジャー活動のため夜肩掛自由主ムダだと患っている . . . . . . . . -.23 -.02 -.27 .17 .10 。l .55 一.05
家庭での仕事が多くてレジャーi醐にあまり取り組めない・・ . . -.02 11 .11 -.06 .05 -.18 .54 ー.01
病気ヰ怖容があるときでもできる範聞のレジャー活動を行っている・ .22 .24 一.00 .23 -.08 .19 .36 .10 

【レジャー活動の経済性1 3.7 (61. 8) .58 

レジャー例制ま高晶、ιm，.，ている 12 創 価 嶋 悟 00 -.09 1.ト卜LZ75現B 6 a 
レジャー活動のために利閉する施設の使111側主高い!:J思っている・側 .06 -. 05 -.06 ー.帥 .08 -.18 
レジャーに市場、るお金lまあまり気にならない・・・・・・・・・・・ .m .• ~~ ~06 ~06 ~~ ~~ 

レジャー活動を行うとき障害{お金、渇所など)!:なることが多い・ .09 .11 .24 -.06 -.02 -.11 .01 

付記:本研究は、 1989年度(財}臼本~，~lo寸前協会w ，...~，リ1-.主計研究所助成研究
『成人男性のげャ-fi動と I\~ t-1:').予rm仰に関する研究TD;'，'fJの制である.
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成人男性の旅行型レジャー一実施者の
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川西 慎四郎(中京大学休育学部)
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実 1.V 1. Sの閃下分断納果

パリマヴクス問転後の因子負荷昆

VLS1/1日(変吸} 寄与感{累欄寄号事)

.76 [休明書号付への不満 .111領 14.00U)
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思うように休暇がとれるので現在的余暇時間に満足している・・ 1-.切 1.08 
111志向Lジャー腕設は使mnが高4ぎる・・・・・・・・・・・ I.56 I .01 
聞い"、同署を何度も取るより長期休暇をとりたいー・・・・・・・ I.56 I .16 
It附をとることは大切なことである ・・・・・・・・ー・ I .56卜.01
見知らぬ I嶋，.依行してみたい・・ ・・・・・・・田・・・・ 1.切 I. 11 
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コ;(...オ4F一一つ"~こ忌ヨー::Tとるヨ雪卓司子(言てそ子)伐〉
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スポーツ 若者 ライフスタイル

1.研究目的

梅樟油子(女子聖学院短期大学)

現代青年の特徴として、対人関係の未熟さ、稀薄さが指摘されている。エリクソンは、

成人初期の発達線題のーつに「親密性JOntimacy)をあげている。この「親密性Jは f他

者Jと「自己Jに二分されるが、現在の若者は「自己Jへの個人的ナルシズムへ傾き、 「

他者Jとのバランスに欠けている。このことは、 自己のアイデンティティの確立と関連す

るが、概して、この確信が持てない青年は人間関係の「親密Jな閲わりを同避しがちであ

るといわれている。対人関係が土台のクラブ活動においても、所属率が減少の傾向にあり、

その存在理由ゃあり方に変化がみられる。クラブ活動は、参加したい者が自由に、 自覚し

た要求にもとづく有志の集団活動であるが、現有はクラブ活動への所属もファッシヨン化、

「群れJ志向になっている。(そこに行くだけで満足感を得る) スポーツ積目も、 チーム

スポーツより個人種目が多く、四季に応じたオールラウンドの同好会型で学外交流が踏ん

である。活動への参加は、スポーツ・体育の好機度に関連しており、その好き嫌いは、両

親のスポーツ活動への興味や理解の有無、幼小期における自然空間での遊びの賞、従来の

体育授業内におけるマイナス体験等が複合し影響していると忠われる。

そこで、過去.のクラブ活動所属者を中心に、 スポーツにおける女子のライフスタイルの

実態を把握し、問題点を整理するとともに今後のレジャー・レクリエーシヨンにおけるス

ポーツのあり方を検討するための資料としたい。

2. 研究方法

関東・東北地方の短大・大学の各 2年生女子1544名を対象にアンケート調子主を実施。調

査時期は 1990年4 月 ~5月。統計処理は福烏大学行政社会学部統計処理センター。

3. 結果と考察

(1)クラブ活動の現状

ここでは、 中学・高校時代の 6年間クラブ活動所属者(中イー高イ)を所属聾!、対して無所

属(巾1¥-高1¥)を未所属型とし、二つの型を軸に有意差がみられた項目について述べる。

過去の拘f活動所属表・ 1

所属のタイプ

ij iイ一口
ーハ

2.41 ローイ
ローロ

3 82 2..3 9 ローハ
ハーイ
ハーロ .6 
ハーハ 17.5 

不明 2.3 

:til 

6守

雰

~1:1・，'/，hL
マ守備'色申k・

~'t' 6J \忌1~'. fA".
11Th... J <= ::'7. tJ 

1~ n:~?( ，-n 

/ /1，〆ーit:型詩型13判 所属 VV3YM
3::喜83RhJ協す (t I~ tD J~ ~'..e 

喜ヌ五?書量しなかった白川1";，，.('，，.叶切

#怠業のみられた凶子 炎-2

項目

医実 8草根態安奈さヲ謀総額傾的かかわり

※※※ 
現

費スス 量ー足ツ、仲 のカ有の 傍の有無
※※※ 

在
ーツ織への関心の有無

遇 、い 地でポのー びの 嫌いjfriiーツ話!官 333 
去 小授業・中に 時スる代マのイ 育ス の好き嫌い ※※※※ ※ 

※※※ 0.001> ※※ 0.01> 
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表 1に示す通り、所属型は30%、未所属型は 17.5%であった。現在のクラブ活動への所属

率は所属型が69.千%であり、 タイプ別では運動部34.1%、同好会31%、不明30%と三等分

されるが、活動への参加姿勢は56.4%が積械的である。米所属型は、所属型の半分以下 (3

0.6% )で運動部4.4%、同好会 22.8%、69.4%は不明である。参加姿勢は「非常に積梧的J

が4.4%である。ここでも69.4%が不明であるのは、名目的所属によるのか、好きな時だけ

参加するため、 タイプ別や参加姿勢の判断に背慮している姿が伺える。所属型においても、

同好会や不明者を合わせると 60%以上になり、現在のクラブ活動が名目的であったり、組

織に束縛されない自由性をもち、括-動の目的、存在のあり型が変容してきている。

(2)過去のクラブ活動所属の有無にかかわる要因

所属型と未所属型を純として有意差がみられた項目を過去・現在・未来の角度から、何

人的要因、社会的要悶に分類し、構造化したのが岡上表 2であるn

過去における要聞は所属型の幼小期における遊びが「白然J23%、 「市街地J72%に比

べ、未所属型は5~7ポイント低く、逆に「家の巾 J での遊びが 1 1. 3ポイント高い。両親の

スポーツ活動に対する興味や理解の程度は所属型が米所属型に比べ6~8ポイント高く、父

より母に多くみられる。そして過去の体育授業内での嫌な体験は所属型でも半分以上あり、

未所属型は79.3%もある。内訳はいずれの型も「うまくなれないJ rおもしろくないJと

いった自己の技能に関するものが多い。スポーツの好き嫌いは上記の要闘を背景に「でき

る、できないj が他人にも分かることや、 「うまくできないj ことが好き嫌いとなり、 「

無理矢理やらされた j と感じるのであろう。できるようになった時のたのしさを体感する

ことや、幼小期における色々な原体験の量がクラブ荊動所属に影響し、現11:の活動への積

極性や行動力に移行していくことになるであろう。

(3)スポーツにおけるライフスタイル

スポーツの「好き嫌いJは所属型と未所属塑で29ポイントの差があり、 「非常に好き J

な者との差は30.5ポイント所属型が高い. rスポーツ仲間Jは、所属塑の65.7%が「多いJ

のに比べ、未所属型は「ないJ者が50.9%である。 rスポーツ欄Jへの興味は所属型の69

.4%が「あるj のに対し、未所属は50.9%が「ないj と答えている。 rスポーツをして汗

をかくこと Jについては所属型の95.4%が f好き Jであり、米所属烈は 13.1ポイント低い。

「運動不足Jについては未所属型が92.2%、所属型が66.6%r感じているJとしており

所属型のクラブ活動量が充分でないことが伺える。

『自分の体力への自信」は所属型52.2%が「ある j とし、未所属型はその半分である。

fスポーツ観戦Jの種目や、 「将来やってみたいスポーツの積目Jについては、所属の

型に関連なく「テニス、スキー、水泳、 ゴルフ、乗馬、エアロピクス」等の野外での偶人

種目が多く、社会のニーズや情報によって選択肢が変化していると思われる。

4. まとめ

所属型に幼小期における戸外での遊びが多くみられ、親のスポーツへの関心も高い。ス

ポーツの好きな者が多く、現在のクラブ活動所属率は約70%である。参加姿勢も積艇的で

あり、スポーツ欄への興味もあるが、 自己の運動不足や体力への白信は 50~66% である。

未所属型は過去の体育授業でのマイナス体験や、スポーツの好級度が影響し、現在のク

ラブ所属は所属型の 112である。活動も名目的で、自己の運動不足や体力への自信もないが、

将来やりたいスポーツは所属型と同じである。
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松浦三代子 (東京女子体育大学)

青年女子 スポーツ意識 スポーツ行動 体育好き 体育嫌い

1.研究目的

1980年文部省指準要領の改訂により「楽しい運動Jが提唱されて 10年が経過しようとし

ている。その成果は今日のスポーツ人口の増加が証明している。特に女性のスポーツへの

関心の高まりは目を見張るものがある。スポーツの種類、質、スタイルも様々である。こ

のようなパワーの生まれてきた背景には、スポーツの大衆化現象、すなわち女性が家庭か

ら解放され、社会進出への抵抗感が減少し、また豊かな社会の到来に伴って美智や健康へ

の強い関心がスポーツ行動に結びついたものと思われる。 しかし他方では受験競争の勝許

による進学塾通いから運動体験の乏しさ、その他いろいろな体験不起が原悶で運動嫌いに

なっている者も見受けられる。これらは幼小児期における両親の養育態度や養育環境の影

響などによるものと思う。

本研究は小、中学時代にスポーツや体育の好きであった宥が、 どのような養育環境で成

育しているか、また過去にどのようなスポーツ体験をしているか、現在のスポ}ツ意識か

ら、 さらに将来のスポーツに対する期待等はどのようなものであるかについて割台を試み、

現代青年(女子)のスポーツ行動の傾向を探ろうとするものであるの約70項目の質問中、有

意;差の認められた因子を中心に考察する。

2. 研究方法

対象者は以下の通りである。(1)方法 関東、東北地方の短大、大学の各 2年の女性を対

象にアンケートによる調査 ( 2)調査時期 1990年4~5月 (3)対象者 短大 2年生 603名

大学 2年生 941名 合計 1，544名
3. 結果、考察

(1)小、中学生時代に①学校の「体育が好き Jであったと替えた者のうち、大学生では「非

常に好き J31. 7% r好き J55.5%短大生では「非常に好き J28.5% r好き J61. 4%いずれ

も高い数備を示している。(2)学校の「授業の楽しさ」についてみると大学生は「非常に楽

しいJ5.5% r楽しいJ60.7%短大生『非常に楽しいJ6.1% r楽しいJ68.4 %となってい

る。①と@を比較すると、学年があがるにつれて「体育嫌いJになる傾向が伺われる。

体育嫌いの原因には、幼小児期の両親の義育態度の在り方をはじめ、 日本のスポーツ発

展の様相にもみられる。学校では運動部と選手が中心である。学校、社会ともに一般の者

や劣る者のための施設もクラブもそして機会も殆ど用意されることがなかった。学校体育

の指導の在り方にも責任があると思う。

特に、体育が好きであった者の幼小児期の両親の養育熔度をみると①父母ともによく遊

んでくれた⑮母親の膿が厳しかった@父母ともにスポーツ活動に瑚解をしてくれたゆ父母

ともにスポーツに興味を持っている@市街地に居住した者が多い@遊び場は校庭、公開、

家の周聞である。①@@@@は0.1%、@には5%の有意差が認められ、養育環境の及ぼす

影響の強いことが認められる。

( 2)現在、あるいは過去の体育の授業で「いやな思いJをしたことがあるかについてみる

と、大学生の場合67.7%、短大生の場合67.5%で、その内容は①うまくない、②無理やり
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にやらされた、@ゲームをさせてくれない等の項目があげられている。(大学、短大いず

れも0.1%の有意差)

教師の考える体育の楽しさは教育目標や、それを達成するために、 自分遣が行う教育活

動と結びついた「楽しさ Jになりがちであり、生徒の側は必ずしもそのようには受けとめ

ていないこともある。特に学校体育は規則や激しい運動があって学習者の中には、つまら

ないとする者も少なくないようである。

(3) 中学・高校時代のスポーツクラブの加入状況についてみると、 クラブに 3年111]加入し

ていた者は中学時代では大学、短大いずれの場合も約112である。高校になると「全く加入

したことがない』者が「体育嫌いJの者で、(大学、短大20.7%)であるのに「体育好き J

の方は(大学23.0%、短大27.0%)となる。一方「体育嫌い J でも rj:t学では 11~13%、高校

では約4%の者が3年間も運動系クラブに所属していたということは注目すべきことと思う

(いずれも0.1%の有意差).高校になると加入率が下がるのは、種々な学科も加わり、運動

以外に興味、関心も広がることや、また受験準備などの影響の結巣と思われる。 (4)自由

時間について i 日の自由時間の量は大学生 2~3時間が最も多く、次いで 4時間以上となるロ

短大生は 4時間以上が最も多く、次いで 2~a時間となっている。その過ごし方をみると、平

日では「テレビをみLながらなんとなく過ごすJ、 「友達のつき合いj となっている。大学、

短大ともスポーツ行動への志向性は 4 番目にあげられ、その数値は(1 1~13%) に過ぎない。

(5) クラブ加入状況についてみると、大学、短大ともに加入惑は50%にも満たない。また

そのタイプは、大学、短大いずれも同好会志向である。最近の傾向をみると厳しい加WJや、

激しい運動を嫌い、気の合った仲間、すなわち按数校で一耕に楽しく初動するサークルを

好む傾向がみられる。

(6) スポーツの種目.に対する関心についてみると、現在最もやってみたい種目は 1的テニ

ス、 2位スキー、 3位水泳、 4位乗馬であり、将来にわたって行いたいスポーツ稀目は上

記の4種目に続いてエアロピクス、スキューパ一、ゴルフ等があげられている。

(7) スポーツ、連動に対する意識について 大学、短大とも白分の健康・には自信を持って

いる。さらに運動は健康に役立つ、 自分の子どもにはスポーツをやらせたい等、社会的、

精神的、肉体的にもそれ等の側面に糞われる効果を認める傾向がみられる。漣動不足を感

じ、もっと運動がしたいと思っているのは大学生のほうである。

(8)生涯スポーツへの期待について 結婚後もスポーツは継続したいと考えている者が多

い。 しかし、 出産、 育児を考えると夫や子ども家庭の協力がないと附難であろうと思う傾

向もみられる。さらに、スポーツをすると「女性らしさ」が失われるなど、マイナス而を

あげる学生なども多い(大学1%、短大0.1%の有意莞)。

4. まとめ

以上、現代女子学生のスポーツ意識・行動にはたらく各条件についてみてきたが要約す

ると以下のようである。①運動の好き嫌いと両親の養育態度との聞に強い関係がみられた。

@体育好きな学生は総じて健康に自信を持ち将来ともこれを維持したいとの徴求がある。

@スポーツによって義われるであろう社会的、体力的、精神的側面に高い評価がみられる。

@一般にスポーツ行動には積極的とはいえない。 クラブ加入者・は約50%でそのタイプは同

好会やサークルタイプが多い。@生涯スポーツについては(イ)自由時間の増加(ロ)スポーツ

人口の増加 (11)スポーツは生活の中で重要な位置を占めるなどのことが予測されている。
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女性の余昭活動参加歴に関する研究

O三宅基子( (財)日本レクリエーション協会)

薗田碩哉(E:l本レク協会) 野村一路(日本体育大学) 菊池田子(横浜女性財団)

三ツ谷洋子(女性スポーツ財団) 三沢滋子(スポーツプログラムス)

!J;.性余暇活動参加l歴

はじめに

男は仕事、女は家庭というこれまでの男女役割分業の考え方から、!J3も!J;.もお'[いに協

力し合 う男 女共 同へという怠識の変化とともに、結婚、出産によって一時、家庭に人って

も再び働くことが望ましいと考える女性の就職意識の高まりが総理府の調査などでも明ら

ヵ、になっ fこ。

さら に 主 婦 の 生活時聞をみても、食事や身 の 回 り の i世話など家事労働の時間が減少し、

交際やレジャー活動などの余暇時間、自宅外で過ごす時聞が増加しているし、またレジャー

白 書の調査でも、 現 代 の 女 性 が 家 庭 だ け に とどまらず、余暇時間を含め活動的な時閉そ過

ごしている。

しかしながら女 性の場合、年代によって余暇時間の変動が大きいことや、ライフサイク

ルによって余暇生活の変化が指摘されているように、余暇活動への参加が男性に比べて分

断しやすい特徴がある。また女性の社会進出が進むに連れて、女性の生活ノfターンが俊雄

になっており、 î~l に年代別の統計調査では、真に女性の余暇行動の実態をとらえていると

はいえないのではないかと考える。

そして女性の余暇 行 動 の 実 態 を 明 ら か に するには、生活形態の違いや変化と余暇活動へ

の参加の関係を質的な調査による研究がおこなわれなければならないと考える。

目的

本研究は、女性の余暇活動の非継続性に着目し、余暇活動とその参加年齢の関係を

就学時から現在にいたるまでの余暇活動参加歴を明らかにすることを目的とする。

方法

①調 査 サ ン プ ル

調査サンプルは東京、神奈川に在住している、過去に何等かの活動を行っていた(学

生時 代 に 運 動 部に所属していた女性)と、現在何等かの活動を行っている (Y市の社会

教育施設で開催している講習会参加者およ び Yスポーツクラブ会員)の合計 200名で

ある。

②調査方法

本調査は就学時の余暇活動と卒業後から現在までの余暇活動について、その活動種目

参加頻度、始め た理由、やめた理由等について、直援または郵送によって 200名に調

査を実施した。本 調 査 の 有 効 回 答 数 は 106票(5 3 % )であった o
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③分析方法

本研究は、就学時から現在までに行ったことのある活動種目と行っていた期閣を記入

しても ら っ た 。 ま た各種目ごとに始めた理由とやめた理由を所定の項目(2 1項目)の

中 か ら複数選択で回答してもらった 4項目を分析の対象項目とした。

また分析方法は自由に記入してもらった活動種目ごとの回答率と、活動種目ごとの参

加年怖の分布について集計を行った。また始めた 理 由 と や め た 理 由 に つ い て は 、 項 目 ご

との回答率によって分析をおこなった。

結果および考察

女性の就学時に行っていた余暇活動で問符の多かった活動は、スポーツ活動(5 ". 6 

% )と学習活動 (30.4%) である。卒業後から現在までの閣の活動では、スポーツ活

動(3 3 %)、学習活動 (27. 3%) で 、 就 学時に半分以上の人が行っていたと回答し

たスポーツ活動は、卒業後には 3~J に減っている。逆に地域活動とボラティア活動を行っ

ているとの回答が、卒業 後 か ら 現 在 ま で の 期 間 で 3. 4 %と 12. 3 %で、それぞれ就学

時の時に行ったことがあると答えた人の割合に比 べ て 、 増 え て い る 。

次に率業後から現在までの聞に行ったことのあ る 活 動 に つ い て 、 そ の 始 め た 理 由 に つ い

て見てみると、 「自分の趣味にあう活動だから j (18.3%) 、 f友人に誘われた j ( 

14. 3%J、 「以前からやってみたかった J (13.3%) の回答が、他の項目よりも

多くなっ てい る。 逆に「子供の手が離れた J r子供をきっかけにグループができた j など

の子供に関連して活動を始めたと回答した人の割 合は、その他の項目と比べて際立った差

は認められなかった。

これら の分析結果をふまえながら、発表当日はさ ら に 卒 業 後 か ら 現 在 ま で に 余 暇 活 動 を

行った年齢をさらにこまかく種目ごとに分類し、またはじめた理由と途中でやめた理由と

の関係について詳細な分析結果を発表する。

表 2 事業後から現在までに行ヲた活動のはじめた理由

% 
50・一一ー一一一

40 I一一一一一一一一一一一一一ーー
33.01 

L_______ 27. 31._________・・・L
30 I 一一一

10 

地脱動 闘胡 牒胡
持活動 ;l.;f.-'， わ)7-¥1

図 1 事業後から現在までに行勺たことのある余暇活動
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始的た理由

いい指導者がいたから

友人に紙われた

地嵐活動で仲間がで~た

子どbをきっかけにグループがで串た

子どもの手が離れた

ゆとリがあるから

近所にグルプ等があゥた

量近身体の綱子がよいから

経涜的柑とリができた

経費のかからない活動だから

自分町鍾暗にあう活動だから

身体によいことをしたかった

友人がほしかった

ストレス解消になる

家肢に読われて

以前からや勺てみたかった

みんながやってるから

特に理由はない

ll'要性を感じた

資情思f専のため

その他

合計

女性

58 5.7 

142 14，3 

19 1.9 

32 3.2 

50 '.911 .. ...1' 
50 '.9 

8 0.8 

" 1.1 

2' 2.' 

185 

27 2.7 

13 1.3 

'9 '.8 

22 

135 13.3 

z 0.2 

" 1.1 

76 7.5 

2' 2.' 

30 
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リゾート地におけるレジャー・ダイパーの意識について

0千足 耕一(筑波大学大学院}

吉田 章(筑波大学休育科学系) 真竹 昭宏(筑波大学研究生}

スク←バ・ダイビング、海洋スポーツ、リゾート、レジャー活動、動機

【目的】

我が国における海洋スポーツのうち、スターパ・ダイビングに対する注目度は年々増加

し、また、今後実施したい海洋スポーツの種目の中でも高い割合を示している(酒井、山

口， 1989 )。我が国のレジャーダイビングは1960年台に興隆の兆しを見せ、レギュレー夕、

残圧計や B. C (BOuyanCy'COlllensator=浮力調整具)などの器材の進歩によって誰にで

も可能なものになり、さらに器材のカラー化による女性の参加促進、余暇時聞の増大や自

然志向の高まり等の要素が加わることによって、 1985年頃からダイビング人口は爆発的に

増加しその数は推定35万人といわれている(海中開発技術協会調べ、 1989)。

四方を海に囲まれた我が国においては、各地にダイビング・スポットが開設されており、

沖縄を中心とする南西諸島、伊豆半島、伊豆諸島、南紀などは、とくに人気の集中してい

る海域である.さらに1980年ごろから園内のみならず、国外のダイビングリゾートでのダ

イビングが盛んになってきている.この傾向はダイビング・ツアー関係への旅行業者の参

入や国際経済における円高傾向により定着し、さらに1988年の法定労働時聞に関する労働

基準法の改正などの要因により今後ますます強くなっていくであろう.そこで本研究では、

国外のダイビング・リゾートにおけるレジャー・ダイバーを対象としてダイビングを行な

う動機について調査し、ダイパーの意識を明らかにすることを目的とした.

【方法】

本研究の調査対象者は、 1990年7月16日から同年9月10日までの問、サイパンヘレジャー

・ダイビングを目的として訪れた、男子68名、女子62名の計130名である.この中より、 C

カードを有 L、かっインストラクターではない男子60名、女子60名の計120名を今回のサン

プルとした.サンプル特牲としては、平均年齢28.2(SD;5.4)歳、平均経験年数3.2(SD;

3.4)年、平均経験ダイビング数53.7(SD;73)本であった.

調査方法としては、 Beard & Ragheb ( 1983)がレジャーに対する動機を測定するために

作成した LeisureHotivation Scale (LHS)を和訳したものにスクーパ・ダイビングの状況

を考慮して修正を加えた 32項目からなる質問紙を用いた.それぞれの項目に、 『非常に

あてはまる j から『まったくあてはまらない j までの 5段階評定尺度を設け、動機の高い

順からラ点、 4点. . . 1点を与えた.このような調査用紙をサイパンにおいて配布・回

収した.

【結果と考察】

1 .スクーパ・ダイビングの動機の特徴

Iかなりあてはまる J r非常にあてはまる』の回答が顕著であった項目は、 5.自分の好

奇心を満足させるため(93.3%)21.何か新しいことを発見するため(80.8%)、 14.いろいろ

な人たちと新しい出会いがあるから(70.8川、 29.ストレスや緊張をやわらげるため(68.3
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則、 20.日々の生活の忙しきゃあわただしさから逃れるため (65.8%)、の順であった。これ

らよりダイパーは知的好奇心からダイビングをおこなっており、同時に休息・気晴らしを

求めていることがわかる.また、ダイビングは旅行を伴うことが多く、同時に新しい出会い

を求める傾向にあるといえるであろう。

2.性別による動機の比較

性別が動機に関与する要因であるか判定するために、 l知的 j 、 『社会的 I、 「能力・

熟達 j 、 f 刺激・逃避 j の4因子得点について、男性、女性の 2群聞の t検定を行なった.

その結果 I社会的 j 、 『能力・熟達 l、 I刺激・逃避 Jの3因子において有意差がみら

れた.すなわち、 I社会的 j 因子においては男性が女性に比べて有意に高く、 「能力・熟

達 I因子においても男性が女性に比べて有意に高かった.また、 『刺滋・逃避 j 因子にお

いては女性が男性に比べて有意に高い値を示した. (表ー 1)このことから男性は女性に

比べて仲間作りや新しい出会いといった動機が強い傾向にあり、また比較的技術や能力に

関心が高いことがわかる。そして、女性は日常生活の忙しさから遮れるといったような、

気晴らしのレジャーと Lてダイビングを行なう傾向が強いといえるであろう.

3 経験による動機の比較

ダイビングの経験と動機の関連をみるために、タンク経験本数日本以上の熟練者と 50本

未満の非熟練者の 2群聞の t検定を行なったところ、 『社会的 j 、 『刺激・逃避』の 2因

子において有意差がみられた。 r社会的 j 関子においては非熟練者が熟練者に比べて有意

に高く、 『刺激・逃避 j 因子においては熟練者が非熟練者に比べて有意に高かった. (表

- 2)このことはダイビングの経験が豊富なダイパーほど息抜きや気晴らしという動機で

ダイビングを続けており、経験の少ないダイパーは、新しい出会いを求めるなどといった

動機が強い傾向にあると考えられる。

表一 1 性主による動機の比較 表-2 経験による動機の比較

非熟練者熟練者男性女性

日=60 n=60 n~89 n=31 

因子 M SD M SD t値 因子 M SD M SD t値

知的 3.341.17 3.32 1.26 0.26 知 的 3.361.23 3.26 1.19 0，85 

社会的 3.171.01 2.86 1.21 5.25***社会 的 3.081.11 2.84 1.12 5.31料噂

能力・熟達 2.951.112.801.182.25* 能力・熟逮 2.851. 16 2.93 1. 10 -0.61 

東IJl設・逃避 3.161. 14 3.42 1. 24 4.16***刺激・逃避 3.171. 19 3.62 1. 18 -8.18*** 

*P<.05 *本P<.Ol ***P<.OOl *P<.05 **P<.Ol *攻*P<.OOl

【まとめ1

ダイビング・リゾートにおけるダイパーのダイビングを行なう動機は知的好奇心、休息

・気晴らし、新しい出会いなどが大きな特閣である.しかし、ここで問題を感じるところ

は i能力・熟達 j 因子の得点が低く、安全|で楽しいダイビングにとって本質であると思わ

れる潜水技術や潜水能力の伸長ということlに関してのダイパーの意識が比較的低いという

ことである.技術、トレーニングや認識の不足等からくる潜水の事故を防止するためにも

ダイバーに『能力・熟達 j に関する動機づけができるような指導が必要になってくると考

えられる.
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一成熟期におけるスポーツクラプ運営への提言一

O冨山浩三〈大阪 YMCA社会体育専門学校〉 原因宗彦〈大阪体育大学)

民間スポーツクラブ 将来予測 デルファイ法

I.緒言

民間スポーツクラプの施設数は急激に培加を続け、 1987年から 1989年の 3年聞には年間約

200施設づっ増加を続けてきた。しかし今年に入ってそのベースもやや鈍り始めており、こ

ういった現象はプログラムライフサイクル理論における成長期から成熟期への移行を示唆し

ている。成長期においては、増加の速度が余りに急激であったために、指導者養成やプログ

ラム開発の立ち後れなどの問題が指摘された。しかしながら、今後成熟期を迎え、我々の前

には解決すべき新たな問題が横たわっている。公共スポーツ施設との競合、厚生省の健康増

進施設認定や指導者資格認定制度といった行政の民間スポーツクラプ運営への関与、会員の

運動継続率の向上などがそれである。今後、民間スポーツクラプが健全に発展し、運動の習

慣が国民の聞に定着して行くために、我々はこういった問題について有効な田容を用意しな

ければならない。しかしながら民間スポーツクラブの歴史は非常に浅く、その将来を予測す

るための資料はまだまだ十分蓄積されてい忍とはいえない。

筆者らは、 1989年に「民間スポーツクラブの将来予測に関する研究J を行った。これは、

全国のスポーツクラブ関係者、及び学識経験者を対象としたデルファイ調査であり、スポー

ツクラブの将来について多くの資料を得た。今回は新たにいくつかの項目を加え、スポーツ

クラブの将来予i別のための基礎資料を得、今後の民間スポーツクラブ運営への提言を行うこ

とを目的とする。

II. 調査方法

今回のデータは、デルファイ法による質問紙調査によって収集した。調査対象は、全国の

民間スポーツクラブの責任者またはマネージャー 861人である。第 1次調査の調査時期は 19
90年6月で、有効回筈数233、有効回答率27.0%であった。第 2次調査は、第 1次調査で回答

のあった 233名に対して、第 2次調査用紙を 1990年9月に郵送した。第 2次調査の有効回答教

は 5~、有効図書率23%であった。

皿.結果及び考察

1 )回答者のサンプル特性

回答者のザンプル特性は表 1の通りである。

表1.回答者のサンプル特性

第 1次調査

第 2次調査

2)前回調査との比較

男性
184(92.5%) 

50(92.6%) 

女性
15(7.5%) 

4(7.4%) 

平均年齢

31.8歳
36.9歳

平均勤続年数

7.4年
8.8年

はじめに、前回行った調査(1989)と今回の調査の比較を試みたい。施設数について、民間

スポーツクラブは今後どこまで増え、いつごろピークを迎えるのだろうか。前回の調査では、

1993年に2039施設でピークを迎えるという結果であった。しかしながら、今回の調査では、
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ピークは 3年連れて 1996年に2011施設であると予想されたのである。体力健康新聞の調べに

よると、 1987年から 1989年までは毎年200施設を超える新設があったものの、今年に入って

から増加のベースが衰えはじめ、上半期の新設数は昨年の同じ時期を下回るものとなり、こ

のままで行くと今年の新設数は200施設を下回る見通しである。その理由としては次のよう

な事が考えられる。第 1には、地価の高騰があげられる。特に大都市困の地価高騰は社会問

題にもなっており、スポーツクラブを建てても採算が取れなくなりつつある。第 2には、現

在の施設数は、約人口10万人に 1箇所の割合で存在する計算となり、主な場所では飽和状態

になってい~のではないかということも考えられる。

な

常

し

さ

な

十

た

「

影

を

た

者

と

技

非

。

営

ら

が

え

、

る

響

ね

た

象

球
も
た
運
動
刀
事
答

J

よ

影

尋

え

対

や

員

つ

で

に

る

と

響

に

好

を

答

を

グ

職

あ

式

問

す

る

影

模

り

か

と

層

ン

、

で

方

民

合

い

る

規

な

る

」

客

ニ

れ

の

一

も

競

て

よ

の

に

き

い

る

。

一

ら

も

タ

質

が

け

に

設

発

で

な

な

た

レ

め

い

ク

の

設

受

ム

施

活

栄

き

異

れ

ト

占

く

セ

ス

施

を

テ

共

が

共

で

「

ら

ト

て

に

三

ビ

ツ

響

ス

公

動

・

「

、

げ

ィ

っ

し

第

一

一

影

シ

「

活

存

、

は

あ

ヱ

よ

用

は

サ

ボ

の

金

、

ツ

共

り

て

が

ウ

に

利

で

る

ス

設

料

J

一
は
お
し
ど

で

者

に

近

れ

共

施

低

難

ポ

設

て

と

な

館

用

常

最

さ

公

共

の

困

ス

施

え

法

J

育

利

非

、

供

と

公

設

が

の

問

答

方

化

体

連

は

も

提

プ

で

施

保

域

民

と

の

別

民

常

て

て

で

ラ

面

共

確

地

と

J

め
差

市

の

つ

っ

こ

ク

業

公

材

り

設

る

た

る

、

部

と

言

そ

ツ

営

「

人

よ

施

き

の

よ

ば

一

に

と

た

一

、

、

り

に

共

で

存

に

え

は

者

設

ま

ポ

ち

は

よ

設

公

「

共

ト

言

動

心

施

。

ス

う

容

に

施

後

が

。

プ

と

活

初

共

る

の

の

内

遇

共

今

者

た

セ

動

の

、

公

い

開

設

の

待

公

。

答

つ

ン

活

で

く

に

て

民

施

そ

好

「

た

回

な

コ

て

の

こ

多

口

し

後

象

。

る

、

つ

の

と

r

い

で

そ

が

)

場

今

対

た

ず

に

あ

%

果

J

つ

設

し

所

、

畳

、

査

つ

対

対

も

n
J

結

化

に

施

か

の

し

で

り

調

あ

に

反

答

回

な

別

合

ツ

し

度

化

ま

お

の

で

ト

た

回

は

的

差

競

一

。

態

変

プ

て

回

%

イ

ま

う

で

観

で

の
ボ
た
客
は
ラ
き
今
日
叫
パ
'
い
査
楽
法

と

ス

い

接

況

ク

て

。

叩

ル

る

と

調

や

方

設

共

て

な

状

ツ

つ

る

の

ア

あ

」

次

や

導

施

公

れ

的

ら

一

な

れ

体

の

で

る

1
と

指

共

て

わ

者

が

ボ

と

ら

全

設

ど

い

第

%

「

公

つ

行

理

な

ス

の

え

は

施

な

て

、

ぺ

」

〉

か

が

管

し

る

も

考

設

共

J

け

果

お

る

3

ど

に

か

れ

い

分

施

公

響

受

結

は

す

4)行政のスポーツクラブ運営への関与について

現在、文部省、労働省、厚生省の行う指導者資格認定制度や、労働省の「労働省健康保持

増進サービス指導機関』及び厚生省の「健康増進施設認定Jにみられるようにスポーツクラ

ブの運営に行政が関与する部分が増えてきている。こういった動きについて施設側はどう考
えているのだろうか。行政の関与について「賛成である J と答えた者は47.2%で、 「反対で
ある J と答えた者は25.6%であった。また賛成であるとした理由は、 「健康への関心が高ま
るJ、 rクラブの質が公に認められる」、 「インストラクター及び業界の地位向上につなが
る」、・ 「施設乱立の抑制になる」などであり、反対であるとした理由では、 r施設の内容や

レベルが画一化してしまう J、 「民間活力を妨げる J、 「各省庁の縄張り争いに過ぎない J

などがあげられた。

IV.まとめ

民間スポーツクラプの責任者、マネージャーを対象に、デルファイ法によって将来予測を

行った結果、次のような結果が得られた。
(1)民間スポーツクラブの施設数増加のピークは、 1996年に2011施設であると予測され、 19

89年に筆者らの行った調査結果と比較するとピークは3年伸び、ピーク次の施設数はやや

少なく予測されている。

(2)現在、 19.8%の施設が運営面で公共スポーツ施設の影響を受けていると答えている。し

かし今後共存できるかについては楽観的な識者が多い。
(3)行政の民間スポーツクラプ運営への関与については、 47.2%の者が賛成であると答えて

いるものの、その内容については不満の声も多く、 「概論賛成各論反対J といった傾向

がみられる。
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